
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉敷市立短期大学 

２０２２年報 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



巻頭言 

 

令和４年度は、新型コロナ感染症対策を講じながら、ポストコロナに向けて教育研究や社会活動の

再活性化に舵を切った１年でした。 

春には対面型のオープンキャンパスを２年半ぶりに開催し、多くの方々を学内にお迎えすることが

できました。ありがたいことに、その後３回のオープンキャンパスもコロナ前を思わせる賑わいでし

た。１０月には、令和元年以来となる大学祭を開きました。恒例のファッションショーや子どもの劇

場の公演、茶道部のおもてなしに加えて、学生有志による企画もあり、大学祭の本格的な再興に向け

た第１歩を踏み出すことができました。地域での実践活動も再開し、地元メディアに取り上げられま

した。Gパンだの衣装制作や「夏フェスドンかっか」うちわデザイン、ウクライナリボンによる難民

支援、くらしき防災フェアへの参加、「わたしたちの SDGｓ」作品展覧会など、学生たちにとって貴重

な学びの機会となっただけでなく、地域の皆さまにも喜んでいただけたと聞いています。 

学生の受け入れにおいては、近年の進学希望者の増加に応えて、令和５年度入試から専攻科の入学

定員を２倍にしました。これによって、専攻科の存在感や魅力が高まることを期待しています。ま

た、現在、本学のキャンパスを児島市街地へ移転する計画が進行しています。創立の地である稗田の

丘を離れるのは寂しい限りですが、少子高齢化など社会が大きく変化していく中で、本学には児島地

区のまちづくりや倉敷全体の活性化に貢献することが求められているのです。 

この『年報』が、大学運営を可視化し、自己点検評価するための有益な資料であることは言うまで

もありません。しかし『年報』が果たすべき役割はそれにとどまらず、本学の教育の質の改善につな

がらなければ意味がありません。そのために、『年報』が示す本学の長所と課題を学内でしっかりと

共有し、学習成果の向上に向けた活動に教職員が力を合わせて取り組んでいきたいと考えます。 

  

令和５年４月２０日 

倉敷市立短期大学 

学長 安 達 励 人 
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１．開学からの歩み 

 

 

1968（昭和 43）年 4 月 倉敷保育専門学院（夜間部･3 年課程）の創設 

 

1974（昭和 49）年 4 月 倉敷市立短期大学保育科第二部（夜間課程）に改組 

 

1983（昭和 58）年 4 月 保育科第一部（昼間課程）の併設 

 

1994（平成 6）年 4 月 服飾美術学科の新設 

 

1995（平成 7）年 4 月 保育科第二部の廃止 

 

2003（平成 15）年 2 月 倉敷市立短期大学審議会の設置 

 

  4 月 専攻科（保育臨床専攻・服飾美術専攻）の開設 

 

2005（平成 17）年 3 月 倉敷市立短期大学審議会の「最終答申」 

 

   市立短期大学改革検討委員会の設置 

 

2006（平成 18）年 2 月 市立短期大学改革検討委員会「報告書」 

 

2007（平成 19）年 3 月 倉敷市立大学審議会の設置 

 

2009（平成 21）年 3 月 倉敷市立大学審議会「最終答申」 

 

2011（平成 23）年 3 月 大学評価・学位授与機構 短期大学機関別認証評価 

（短期大学評価基準適合） 

 

2016（平成 28）年 3 月 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から専攻科保育臨床 

専攻特例適用認定 

 

2018（平成 30）年 3 月 公益財団法人 大学基準協会 短期大学認証評価適合 

 

10 月    倉敷市立短期大学創立５０周年記念式典  

 

2023（令和 5）年 3 月 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から専攻科服飾美術 

専攻特例適用認定 
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２．短大の現況 
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1 短期大学名 倉敷市立短期大学 

2 所在地 岡山県倉敷市児島稗田町 160 番地 

3 学科等の構成 

  入学定員 総定員 

学 科 
保育学科         50        100 

服飾美術学科         50        100 

専攻科 
保育臨床専攻          10         15 

服飾美術専攻          10         15 

 

4 学生数および教員数（令和 5 年 4 月 1 日現在） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任教員数 

 教員数 教授 准教授 講師 助教 

保育学科 11 4 4 2 1 

服飾美術学科 11 5 3 3 0 

保育臨床専攻 
本科（保育学科、服飾美術学科）と兼務 

服飾美術専攻 

  学生数 1 年 2 年 

保育学科 

（男）    2   2  0 

（女）   113  58  55 

（計）   115  60  55 

服飾美術学科 

（男） 12   4  8 

（女） 90  43  47 

（計）   102  47  55 

本 科 計   217 107 110 

保育臨床専攻 

（男）    0  0  0 

（女）    14  7   7 

（計）    14  7   7 

服飾美術専攻 

（男）    4  2   2 

（女）    13  9   4 

（計）    17  11   6 

専攻科計    31  18  13 

総  計   248 125 123 
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5 教育目標 

 

短期大学の教育目標 

 

 保育及び服飾美術に関する専門的な理論と実際的な技能の教授及び研究を行うことにより、教

養豊かな社会人を育成することを目的とする。 

 

保育学科の教育目標 

 保育学科は、保育者としての資質、保育に関する専門的知識及び技能並びにそれらを適切かつ

創造的に活用できる保育実践力を修得し、卒業後においても学び続ける意欲を持った保育者を育

成する。 

 

服飾美術学科の教育目標 

 服飾美術学科は、繊維・アパレル産業を基盤としたファッション、デザイン・アート及び情

報・地域・ビジネスに関する専門的知識と技術を修得し、学内外の学びの場から課題を発見し解

決するための創造力や実践力を身につけた人材を育成する。 

 

専攻科の教育目標  

 本学に精深な程度において特別の事項を教授し、その研究を指導することを目的とする。 

 

保育臨床専攻の教育目標 

 保育臨床専攻は、短期大学等での幼児教育及び保育に関する学修を基礎とし、一人一人の学生

の主体性及び個性を尊重した指導の下、保育者としての資質を高め、保育に関するより高度な専

門的知識及び技能が確立できるようにする。それらを適切かつ創造的に活用できる保育臨床実践

力を発揮し、修了後においても学び続ける意欲を持った保育の専門家を育成する。 

 

服飾美術専攻の教育目標 

 服飾美術専攻は、短期大学等でのファッション、デザイン・アート及び情報・地域・ビジネス

関連分野の学修を基に、さらに専門性を高め、生活に関連する課題を総合的に検討し、解決へと

導くことのできる論理的思考を身につける。また、修得した学びを地域社会及び産業に積極的に

活かそうとする気概を持った自立した社会人を育成する。 
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5 年間の入学者数 

 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 

保育学科 56 56 52 54 60 

服飾美術学科 49 50 50 51 47 

専攻科（保育臨床専攻） 6 7 9 7 7 

専攻科（服飾美術専攻） 4 4 8 7         11 
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３．大学組織 

 

 

 

 

 

 

保育学科 

定員 100 名 

１年生 50 名 

２年生 50 名 

服飾美術学科 

定員 100 名 

１年生 50 名 

２年生 50 名

学 科 

倉 敷 市 立 短 期 大 学 

保育臨床専攻

定員 15 名 

１年生 10 名 

２年生 5 名 

服飾美術専攻 

定員  15 名 

１年生 10 名 

２年生 5 名 

専攻科 
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４．短大全体の社会活動（2022 年 4 月～2023 年 3 月） 
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１ 一般市民・地域住民を対象とした活動 

 

１－１ 保育学科 

〇公開講座 

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

くらしき市民講座「音楽をカラダで感じよう！～

親子で楽しむ音楽遊び♪～」 
4 月 19 日 ライフパーク倉敷 別府祐子 

くらしき市民講座「楽しい孫育て講座」 7 月 10 日 ライフパーク倉敷 木戸啓子 

倉敷市立短期大学公開講座「はじめてのピアノ」 8 月 4 日 倉敷市立短期大学 別府祐子 

倉敷市大学連携講座「小学生のための恐竜絵画教

室 」 
8 月 6 日 ライフパーク倉敷 金山和彦 

倉敷市新規採用保育教育職員研修講師 8 月 30 日 くらしき健康福祉プラザ 及川直樹 

倉敷市保育士・保育所支援センター実技研修会

「運動あそび」講師 
8 月 31 日 ライフパーク倉敷 及川直樹 

倉敷市立短期大学公開講座「発達障がい児の特性

とかかわり方について－発達障がいの理解と対応

－」 

9 月 15 日 倉敷市立短期大学 眞次浩司 

倉敷市大学連携講座「アカデミック・ライティン

グ(英語)--まずはパラグラフから、そしてエッセ

イへ」 

10 月 8 日 ライフパーク倉敷 栗原典子 

 

 

〇講演 

事     項  月   日 場 所 等 氏名等 

人権教育講演会 6 月 11 日 倉敷市立乙島小学校 浅野泰昌 

 

 

〇研修会       

事     項  月   日 場 所 等 氏名等 

令和 4 年度岡山市保育協議会第 8 ブロック研究委

員会 

4 月 22 日～ 

2 月 10 日 

岡山市南ふれあいセン

ター 
木戸啓子 

「令和４年度 新規採用保育教育職員研修」講師 
5 月 26 日 

8 月 18 日 
ライフパーク倉敷 木戸啓子 

乳児向け舞台芸術に関する研修会 6 月 5 日 諫早市立図書館 浅野泰昌 

井原市保育協議会研究発表委員会 

6 月 30 日 

9 月 5 日 

12 月 28 日 

井原市西江原公民館 木戸啓子 

倉敷市子育て支援センター「子育て支援拠点研修

会」講師 
8 月 10 日 

くらしき健康福祉プラ

ザ 
眞次浩司 
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子育て支援拠点 特定非営利活動法人 子育て応援

ナビぽっかぽか 切れ目ない産前産後支援 「沐

浴教室」；妊娠期からの受援力向上及び父親の子

育て参加支援講座講師 

7 月 16 日 

11 月 26 日 

子育て支援拠点 特定

非営利活動法人 子育

て応援ナビぽっかぽか

（倉敷市） 

平岡敦子 

「令和４年度 第６回新規採用保育教育職員研

修」講師 
8 月 18 日 児島支所 眞次浩司 

保育技術評価講習会（岡山県高等学校家庭科教育

協会） 
8 月 18 日 

岡山県立津山東高等学

校 
浅野泰昌 

倉敷市 5 年目保育教育職員研修 9 月 7 日 ライフパーク倉敷 小久保圭一郎 

備前市保育協議会実践保育研修部会・備前市就学

前教育研究会実践保育研修部会公開保育 

9 月 20 日 

10 月 28 日 

11 月 4 日 

備前市立吉永認定こど

も園・伊部認定こども

園・香登認定こども園 

木戸啓子 

倉敷市♪地域で子育て応援講座（倉敷市子育て支

援センター） 
10 月 29 日 

くらしき健康福祉プラ

ザ 
浅野泰昌 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「保育実習理論

（理論）」講師 
9 月 24 日 ライフパーク倉敷 木戸啓子 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「保育実習理論

（音楽表現）」講師 
10 月 1 日 ライフパーク倉敷 別府祐子 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「保育の心理

学」講師 
10 月 29 日 ライフパーク倉敷 長櫓涼子 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「保育実習理論

（造形）」講師 
11 月 26 日 ライフパーク倉敷 金山和彦 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「保育実習理論

（音楽表現：実技）」講師 
12 月 3 日 ライフパーク倉敷 三川美幸 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「保育実習理論

（言語）」講師 
1 月 14 日 ライフパーク倉敷 浅野泰昌 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「子どもの保

健」講師 
1 月 21 日 ライフパーク倉敷 平岡敦子 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「教育原理」

「保育原理」講師 
2 月 25 日 ライフパーク倉敷 小久保圭一郎 

令和 4 年度保育士試験準備研修会「社会福祉」

「子ども家庭福祉」「社会的養護」講師 

3 月 11 日 

3 月 18 日 
ライフパーク倉敷 宮﨑正宇 

令和 4 年度厚生労働省主催中堅主任保育士研修 
11 月 11 日 

1 月 19 日 
ライブ配信 木戸啓子 

令和 4 年度岡山県男女共同参画推進センター「ス

トップ DV！啓発サポーターフォローアップ研修」

講師 

11 月 25 日 

岡山県男女共同参画推

進センターウィズセン

ター 

平岡敦子 

倉敷市真備町岡田地区防災計画訓練企画・研修会

「車中泊を考える～エコノミークラス症候群予

防」講師 

11 月 20 日 
倉敷市岡田小学校体育

館 
平岡敦子 
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JICA 課題別研修「乳幼児ケアと就学前教育（アジ

ア）」講義名：「教育課程と指導計画、評価」 
1 月 27 日 オンライン 木戸啓子 

乳児向け舞台芸術に関する講習会 2 月 4 日 三次市民ホールきりり 浅野泰昌 

玉野市保育協議会保育研究推進委員報告会講師 2 月 16 日 玉野市役所 小久保圭一郎 

令和 4 年度備前市実践保育部会報告会 2 月 18 日 
備前市立伊部認定こど

も園 
木戸啓子 

一般社団法人こども女性ネット東海 こどもと女

性に寄り添う私設自主避難所となる地域の新たな

拠点づくり事業 私設の自主避難所運営リーダー

養成講座講師 

2 月 26 日 オンライン 平岡敦子 

 

○ワークショップ 

なし 

 

○指導・助言 

なし 

 

○演奏会 

なし 

 

○イベント 

なし 

 

 

 

 

 

１－２ 服飾美術学科 

○公開講座 

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

倉敷市大学連携講座「“ 魅せる” デザイン

づくり」 
10 月 2 日 水島愛あいサロン  松内紀之 

「Gmail アカウントによるビデオ会議・音声

入力・YouTube チャンネルライブ配信につい

て学ぶ」倉敷市立短期大学公開講座 

10 月 13 日 倉敷市立短期大学 大原啓市 

倉敷市大学連携講座「知ろう測ろう『衣服

圧』～健やかで快適な暮らしのために～」 
10 月 15 日 ライフパーク倉敷 佐藤希代子 

倉敷市立短期大学公開講座「ほっこりフェル

トきんちゃくふくろ作り」 
10 月 28 日 倉敷市立短期大学 田中孝明 
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○講演 

事     項  月   日 場 所 等 氏名等 

 オンラインセミナー「テキスタイルの役割と

未来／教育と産業のこれから」において「高等

教育におけるテキスタイル教育で求められてい

るもの、これから求められるもの」をテーマに

パネリストとして参加 

7 月 15 日 

一般社団法人日本テキ

スタイルデザイン協会

主催 

田中孝明 

 

○研修会 

なし 

○ワークショップ 

なし 

 

○指導・助言 

なし 

 

○展示会    

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

「Asia-Europe 5」（推薦型審査付作品展覧会） 
9 月 25 日〜 

11 月 13 日 

Dansk Tekstil（デン

マーク） 
田中孝明 

「Washi Transformed: New Expressions in 

Japanese Paper」（推薦型作品展覧会） 

6 月 11 日〜 

9 月 4 日／ 

1１月 3 日〜 

4 月 2 日 

D’Amour Museum of 

Fine Art’s, 

Springfield Museums 

（USA）／ Morikami 

Museum and Japanese 

Gardens（USA） 

田中孝明 

「Fibermen 7 international exhibition of 

contemporary fiber art」（審査付き公募作品

展覧会） 

11 月 8 日〜 

22 日 

 Ivano-Frankivs'k

（ウクライナ） 
田中孝明 

 

 

○イベント 

なし 
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２ 産業界との連携 

 

２－１ 保育学科 

○審査委員 

なし 

 

２-２服飾美術学科 

○審査委員 

なし 

 

○産学共同研究 

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

制服に関する研究 
2009 年 4 月～ 

現在 

菅公学生服株式会

社 倉敷市立短期

大学 

佐藤希代子 

化粧用コットンの快適性について 
2021 年 4 月～ 

現在 

株式会社サンヨー

コーポレーショ

ン，広島県立総合

技術研究所 西部工

業技術センター 生

産技術アカデミー 

倉敷市立短期大学 

佐藤希代子 

制服の保温性に関する研究 
2022 年 6 月～ 

現在 

株式会社明石スク

ールユニフォーム

カンパニー  

倉敷市立短期大学 

佐藤希代子 

地域プラットフォームに関する研究 
2022 年 4 月～ 

現在 

しもついシービレ

ッジ株式会社、倉

敷市立短期大学 

岩﨑之勇 

唐澤克樹 

 

３ 行政との連携 
 

３－１ 保育学科 

○審議会・委員会委員 

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

倉敷市教育委員会「特別支援教育専門家派遣

事業」特別支援教育専門家スタッフ 

2015 年 4 月～ 

現在 
倉敷市教育委員会 眞次浩司 

岡山県立鷲羽高等学校学校評議員 
2018 年 4 月～ 

現在 

岡山県立鷲羽高等

学校 
眞次浩司 

倉敷市子ども・子育て支援審議会会長 
2019 年 4 月～ 

現在 

倉敷市子ども未来

部 
木戸啓子 
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倉敷市男女共同参画審議会会長 
2019 年 4 月～ 

現在 

人権政策部男女共

同参画課 
眞次浩司 

倉敷市社会福祉審議会委員 
2022 年 4 月～ 

現在 

倉敷市保健福祉局

社会福祉部福祉援

護課 

宮﨑正宇 

倉敷市指定管理者選定委員会母子生活支援施

設（倉敷市鶴心寮）部会委員長 
2022 年度 

倉敷市子育て支援

課 
木戸啓子 

「教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価報告書」点検・評価 

2022 年 11 月～

2023 年 1 月 
倉敷市教育委員会 木戸啓子 

倉敷教育センター運営委員会 
2022 年 4 月～現

在 
倉敷教育センター 小久保圭一郎 

倉敷市大学連携福祉事業実行委員会委員長 
2022 年 4 月～ 

2022 年 9 月 

倉敷市保健福祉推

進課 
及川直樹 

 

○審査委員    

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

箕面手作り紙芝居まつり審査員 1995 年～現在 
大阪府箕面市教育

委員会 
浅野泰昌 

 

○協議会委員    

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

倉敷市子どもセンター協議会委員 
2017 年度～

2022 年 9 月 

倉敷市教育委員会

生涯学習課 
及川直樹 

児島地区要保護児童対策地域協議会 
2022 年度～現

在 
倉敷市児島支所 平岡敦子 

倉敷市国民健康保険運営協議会会長代理 
2022 年 4 月～ 

現在 

倉敷市保健福祉局

健康福祉部国民健

康保険課 

宮﨑正宇 

 

○運営委員会委員    

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

倉敷市障がい者親善大使交流事業実行委員会委

員 
2010 年～現在 倉敷市国際課 三川美幸 

岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員 
2021 年 4 月～ 

現在 
  木戸啓子 

岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員 
2021 年 4 月～

現在 
  別府祐子 

岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員 
2021 年 4 月～

現在 
  浅野泰昌 

倉敷市地域福祉基金運営委員会委員 
2015 年 4 月～

現在 
倉敷市役所 平岡敦子 
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３－２ 服飾美術学科    

○審議会・委員会委員    

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

鷲羽山・下津井まちづくり委員会副委員長 
2018 年 4 月～ 

現在 
児島公民館大畠分館 大原啓市 

公益財団法人 大学基準協会 短期大学評価委

員 

2022 年 4 月〜

2023 年 3 月 
  上村晴彦 

倉敷市景観審議会委員 
2 ヶ月に 1 回開

催 
倉敷市役所 唐澤克樹 

地域の宝（魅力）新聞コンテスト審査会審査委

員 
表彰式不開催 市役所 岩﨑之勇 

倉敷市景観審議会委員 
2 ヶ月に 1 回開

催 
倉敷市役所 唐澤克樹 

 

４ 学校園との連携 
 

４－１ 保育学科 

○出前授業・交流授業 

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

倉敷市子育て支援センター「親子ふれあい教

室」アドバイザー 

2013 年 5 月～ 

現在 

倉敷市子育て支援センタ

ー 
眞次浩司 

倉敷市保育・幼稚園課「特別支援児保育アドバ

イザー派遣事業」アドバイザー 

2013 年 6 月～ 

現在 
赤崎保育園  眞次浩司 

倉敷市保育・幼稚園課「特別支援児保育アドバ

イザー派遣事業」アドバイザー 

2019 年 4 月～ 

現在 
連島東保育園 長櫓涼子 

倉敷市保育・幼稚園課「特別支援児保育アドバ

イザー派遣事業」アドバイザー 

2016 年 4 月～ 

現在 

連島北保育園 

稗田保育園 
三川美幸 

 

○その他    

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

第６回倉敷市長杯子どもサミット英語スピーチ

大会審査委員長 
10 月 15 日 倉敷健康福祉プラザ 栗原典子 

 

４－２ 服飾美術学科 

○出前授業・交流授業 

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

翔南高校生による服飾美術学科の授業及び施設

見学会（高大連携） 
11 月 22 日 倉敷市立短期大学 道明伸幸 
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５ 施設設備の開放 
 

５－１ 保育学科 

なし 

５－２ 服飾美術学科 

なし 

 

６ その他（メディア等） 
 

６－１ 保育学科 

○メディア 

なし 

 

○その他の団体等の委員・役員 

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

くらしき幼児教育ネットワーク委員 2020 年～2022 年 9 月   及川直樹 

くらしき幼児教育ネットワーク委員 2020 年～現在 
ピュアリティまき

び岡山 
小久保圭一郎 

全国大学音楽教育学会中・四国地区学会役員

（事務局・会計） 
2021 年～現在   別府祐子 

保育士養成協議会保育研究会委員 2022 年～現在   金山和彦 

保育士養成協議会保育研究会委員（副会長） 2021 年～現在   三川美幸 

日本音楽療法学会必修講習会資格認定制度講

師 
2014 年～現在 東邦音楽大学他 三川美幸 

岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員

（会計） 
2021 年～現在   木戸啓子 

岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員

（会計） 
2021 年～現在   別府祐子 

岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員

（会計） 
2022 年～現在   浅野泰昌 

岡山県保育士養成協議会養護実習委員会委員 2020 年～現在   長櫓涼子 

岡山県保育士養成協議会養護実習委員会委員 2022 年～現在   宮﨑正宇 

特定非営利活動法人子育て応援ナビぽっかぽ

か理事 
2022 年～現在 倉敷市 平岡敦子 

大学英語教育学会(JACET)大学英語教育学会

賞・学術出版物選考委員会選考委員 
2019 年〜現在   栗原典子 

全国語学教育学会(JALT)大阪支部紀要査読委

員 
2017 年〜現在   栗原典子 

国際英語教師学会(TESOL)学会誌 TESOL 

Journal 査読委員 
2016 年〜現在   栗原典子 
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６－２ 服飾美術学科    

○メディア    

事     項 年 月 日 場 所 等 氏名等 

作品展示「わたしたちの SDGs」取材放映 11 月 8 日 

中国銀行児島支

店、倉敷ケーブル

テレビ 

田中孝明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学生の活動 
 

７－１ 保育学科 

事     項  月   日 場   所 団 体 名 

倉敷支援学校「きらりんタイム」での交流  倉敷支援学校 
金山・浅野・別

府ゼミ 

シグマ・ソサエティ助成金授与式 7 月 26 日 倉敷市立短期大学 

シグマ・ソサエ

ティ（及川直

樹） 

シンガポール国立大学との交流（オンライン） 
9 月 17 日～ 

10 月 31 日 
倉敷市立短期大学 

両学科・専攻科

有志 12 人（国

際交流委員会） 

ハロウィンパーティー（ハロウィン遊び） 10 月 26 日 倉敷市立短期大学 
C.C.C.(栗原典

子) 

ハロウィンパーティー（ハロウィン遊び） 10 月 26 日 稗田幼稚園 
C.C.C.(栗原典

子) 

ＪＤＤ(ジャパンデニムデイズ)のイベント 
10 月 29 日・30

日 

倉敷市児島・民話通

り 

専攻科保育臨床

専攻有志 

倉敷市第 1 回「くらしき防災フェア」 11 月 5 日 倉敷みらい公園 
専攻科保育臨床

専攻有志 

ミニ音楽会 12 月 14 日 倉敷市立短期大学 
三川ゼミ（三川

美幸） 

倉敷市二十歳の集いお手伝いボランティア 1 月 8 日 
倉敷スポーツ公園マ

スカットスタジアム 

保育学科 1 年生

有志 
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７－２ 服飾美術学科    

事     項  月   日 場   所 団 体 名 

＜専攻科映像作品展＞ ７月 26 日～28 日 学内展示（玄関） 

専攻科 1 年生 6 名に

よる映像作品展、企

画：趙 

作品展示「わたしたちの SDGs」への専攻科

服飾美術専攻学生及び服飾美術学科卒業生

の作品出品 

8 月 16 日～ 

9 月 16 日 
中国銀行児島支店 

専攻科服飾美術専攻

2 年生有志、服飾美

術学科卒業生有志 

倉敷市繊維技術センターの見学 11 月 18 日 
倉敷ファッションセ

ンター 

専攻科服飾美術専攻

1・2 年生アパレル材

料科学実験 

研究および事例研究発表会 参加 12 月 16 日 岡山県立図書館 

専攻科服飾美術専攻

1・2 年生 12 名参

加。3 名発表。 

＜地域親和的アート＆デザインプロジェク

トー倉敷展＞ 

  

2 月 4 日 倉敷市倉敷物語館 

専攻科 １年生５名

によるアート＆デザ

イン作品展示、企画 

2022 倉敷市立短期大

学共同研究 No.10 

趙・唐澤 

倉敷市立短期大学卒業・修了制作展 2 月 21 日〜26 日 倉敷市立美術館 

服飾美術学科 2 年

生、 

専攻科服飾美術専攻

2 年生 

 

 

 

７－３ 全学行事 

事     項  月   日 場   所 団 体 名 

倉敷市立短期大学デニムウィーク 10 月 3 日～7 日 倉敷市立短期大学 全学生・全教職員 
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５．教員の主要業績 

  （１）保育学科 
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木戸 啓子 （KIDO Keiko）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  教授  

研究分野 保育者のキャリア発達         

 

研究課題とその内容 保育の原点である「子どもの最善の利益」を保障する保育の在り方や保育者の

専門性について研究している。教育面では、養成段階から現職教育を見通した保育者のキャリア開発

において、保育者養成がどのような役割を果たすべきかについて考える。その上で、養成校と現場を

いかに接続するかについて展望する。さらに、社会的活動として、子ども特に乳幼児期の心の発達と

その課題について、子育てにかかわる講座や相談に取り組んでいる。 

     

Ⅰ研究業績 

［学術論文］ 

・「課題別セッションⅡ短期大学の現在を確認するⅠ－現状の確認と課題の整理」、日本教育制度

学会、『教育制度学研究第』29 号、2022 年 10 月、pp.184-190（共著） 

［報告書］ 

・「保育士養成カリキュラムにおける多様性理解に関する調査研究」、一般社団法人全国保育士養

成協議会、『令和 3 年度保育士養成研究所報告書』、2022 年 8 月、pp.63-72、（共著） 

［学会発表］ 

・「保育士養成カリキュラムにおける多様性理解に関する調査研究」、一般社団法人全国保育士養

成協議会令和 4 年度保育士養成セミナー、オンライン、2022 年 8 月 26 日、（共同）（発表者：

大庭三枝、 門田理世、野口隆子、ト田真一郎、橋本勇人、中川智之、佐々木由美子、林恵、

木戸啓子、白石雅紀、平野知見） 

［研究助成］ 

・令和 4 年度倉敷市立短期大学共同研究「学外実習の代替となる保育所実習の概要と展開」、（共

同研究者：別府祐子） 

・令和 4 年度倉敷市立短期大学共同研究「実習指導の質的向上に関する基礎的検討」、（筆頭研究

者：小久保圭一郎） 

・「保育士の労務環境実態調査」岡山県保育士養成施設連携強化事業（研究代表者：小久保圭一

郎、研究分担者：浅野泰昌、木戸啓子、長櫓涼子、宮﨑正宇） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：幼児と人間関係、人間関係の指導法、幼児教育課程論、保育実習Ｉ（１）、保育実

習Ⅱ、保育実習法Ⅰ、保育実習法Ⅱ、保育・教職実践演習、総合演習 

  専攻科：親子支援演習、特別研究Ⅱ 

２ 他大学における主な授業科目 

・倉敷看護専門学校：教育学（3 年課程） 

・福山市立大学：保育内容総論（教育学部） 

［本学における課外活動の指導など］ 

・倉敷市立短期大学子育てカレッジ事務局 
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III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員（2021 年 4 月～現在） 

・倉敷市子ども・子育て支援審議会会長（2019 年 4 月～現在） 

・倉敷市指定管理者選定委員会母子生活支援施設（倉敷市鶴心寮）部会委員長（2022 年度） 

・倉敷教育委員会「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書」点検・評価

（2022 年 11 月～2023 年 1 月） 

［講演・指導・助言等］ 

・令和 4 年度岡山市保育協議会第 8 ブロック研究委員会、南ふれあいセンター（2022 年 4 月 22

日、5 月 13 日、8 月 19 日、9 月 6 日、9 月 29 日、10 月 6 日、10 月 18 日、10 月 25 日、11 月

18 日、12 月 15 日、2023 年 1 月 13 日、2 月 10 日） 

・令和 4 年新規採用保育教育職員研修、ライフパーク倉敷他（2022 年 5 月 26 日、2022 年 8 月

18 日） 

・井原市保育協議会研究発表委員会、西江原公民館（2022 年 6 月 30 日、9 月 5 日、9 月 31 日、

10 月 31 日） 

・一般社団法人全国保育士養成協議会令和元年保育士試験実技試験採点委員（2022 年 7 月 3

日、12 月 11 日） 

・くらしき市民講座「楽しい孫育て講座」、ライフパーク倉敷（2022 年 7 月 10 日） 

・備前市保育協議会実践保育研修部会・備前市就学前教育研究会実践保育研修部会公開保育、備

前市立吉永認定こども園（2022 年 9 月 20 日） 

・倉敷市保育士・保育所支援センター：令和 4 年度保育士試験準備研修会（保育実習理論）、ラ

イフパーク倉敷（2022 年 9 月 24 日) 

・備前市保育協議会実践保育研修部会・備前市就学前教育研究会実践保育研修部会公開保育、備

前市立伊部認定こども園（2022 年 10 月 28 日） 

・備前市保育協議会実践保育研修部会・備前市就学前教育研究会実践保育研修部会公開保育、備

前市立香登認定こども園（2022 年 11 月 4 日） 

・令和 4 年度厚生労働省主催中堅主任保育士研修、ライブ配信（2022 年 11 月 11 日、2023 年 1

月 19 日） 

・JICA 課題別研修「乳幼児ケアと就学前教育（アジア）」講義名：「教育課程と指導計画、評

価」オンライン（2023 年 1 月 27 日） 

・令和 4 年度備前市実践保育部会報告会、備前市立伊部認定こども園（2023 年 2 月 18 日） 
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眞次 浩司 （MATSUGU Koji）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  教授  

研究分野 障がい児の人間学・臨床教育学・臨床哲学         

 

Ⅰ研究業績 

［学術論文］ 

・「保育の人間学的研究（１）－自己意識に焦点をあてて－」、『倉敷市立研究紀要』、第 66 号、

pp.11-20（単著） 

・「保育の人間学的研究（２）－自己意識に焦点をあてて－」、『倉敷市立研究紀要』、第 66 号、

pp.21-30（単著） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：特別支援教育、障がい児保育（通年）、子育て支援、総合演習（通年） 

  専攻科：特別支援教育特論、子育て支援実習、子育て支援特論、障がい児保育特論 

      特別研究Ⅰ（通年）、特別研究Ⅱ（通年） 

 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・なし 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷市教育委員会「特別支援教育専門家派遣事業」特別支援教育専門家スタッフ 

 （2015 年４月～現在に至る） 

・岡山県立倉敷鷲羽高等学校学校評議員（2018 年４月～現在に至る） 

・倉敷市男女共同参画審議会会長（2019 年度４月～現在に至る） 

 

［講演・指導・助言等］ 

・倉敷市保育・幼稚園課「特別支援児保育アドバイザー派遣事業」アドバイザー 

 （2013 年４月～現在に至る） 

・倉敷市子育て支援センター「親子ふれあい遊び」アドバイザー 

 （2013 年４月～現在に至る） 

・倉敷市子育て支援センター「子育て支援拠点研修会」講師（8 月 10 日） 

・倉敷市保育・幼稚園課「令和４年度 新規採用保育教育職員研修」講師（8 月 18 日） 
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金山和彦 （KANAYAMA Kazuhiko）  保育学科/専攻科保育臨床専攻 教授 

研究分野 幼児造形・美術教育・絵画 

 

I  研究業績 

[学術論文] 

・（研究紀要）「Ⅿ.タピエが求めたＦ.ニーチェの思想について」、倉敷市立短期大学研究紀要第

66 号、（単著）2023 年 3 月 25 日 

［学会発表］ 

・（ポスター発表）「1950 年代アンフォルメル時期を取り巻く児童美術の円環について～ミシェ

ル・タピエと吉原治良、F.ニーチェの言説を基に～」（単）、日本保育学会第 75 回大会、2022

年 5 月 15 日、聖徳大学 

［作品・デザイン］ 

・アクリル作品 P80『White Mist2017』、P60『White Mist2018』2022 年 5 月 岡山市内保育園に

収蔵 

・アクリル作品 P60『White Mist2019』、P80『White Mist2020』2022 年 9 月 倉敷市内保育園に

収蔵 

・絵画団体大潮会岡山支部「FINAL 作品図録」制作、12 月～1 月 

・アクリル作品 P60『White Mist 2022』、アクリル作品 F8『White Mist 2022 MOON①』、アクリ

ル作品 F8『White Mist 2022 MOON②』 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

・保育学科：「幼児と表現」「幼児と造形表現」「表現の指導法」「造形表現の指導法」「総合演

習」 

・専攻科保育臨床専攻：「幼児の造形遊び演習」「造形指導法特別演習」「特別研究Ⅰ」「特別研究

Ⅱ」 

 

III 社会活動 

[審議会・委員会等] 

・倉敷市公民館等運営審議会副会長、ライフパーク倉敷、2014 年度～2015 年度、2017 年度～現

在に至る 

・倉敷未来プロジェクト実行委員会委員 2017 年度～現在に至る 

・倉敷支援学校支援地域本部実行委員会委員 2017 年度～現在に至る 

 

[講演・指導・助言等] 

（審査） 

・「岡山県歯科保健図画ポスターコンクール」審査・表彰 岡山県歯科医師会 8 月 25 日、12 月

10 日 

（研修）  

・浅口市内対象保育者研修 造形研修会、指導講師、倉敷市保健福祉局子ども未来部保育・幼稚

園支援室主催、5 月 24 日  
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・倉敷市保育士・保育所支援センター実技研修会、指導講師、11 月 4 日 倉敷市保健福祉局子

ども未来部保育・幼稚園支援室主催  

・保育士試験準備研修・幼稚園教員資格認定試験準備研修、保育実習理論（造形表現）講座担当 

ライフパーク倉敷 11 月 26 日 倉敷市保健福祉局子ども未来部保育・幼稚園支援室主催 

（講演・指導助言） 

・公民館講座「自分色のティラノサウルスをつくろう」指導講師、矢掛町中川公民館、5 月 18

日 

・公民館講座「自分色のティラノサウルスをつくろう」、指導援助、倉敷東公民館、7 月 30 日 

・倉敷未来プロジェクト「下津井地区における学生活動（絵画教室、北前船工作）」、筆海児童ク

ラブ、8 月 1・8・9 日、10 月 22 日 

・「リサイクルのポスターを描こう～大学の先生による絵画教室～」指導講師、倉敷市環境リサ

イクル局児島環境センター、8 月 5 日 

・大学連携講座「恐竜絵画教室」絵画指導講師（対面指導+オンライン開催の動画制作）、ライフ

パーク倉敷、8 月 6 日 

・公民館講座「自分色のティラノサウルスをつくろう」工作指導講師、倉敷市福田南公民館、8

月 7 日 

・水島会館夏の講座「小学生恐竜絵画教室」水島会館、8 月 17 日 

・公民館講座「夏休みふれあい体験講座 恐竜を描こう！」絵画指導講師、倉敷市連島公民館、

8 月 20 日 

・岡山県私立幼稚園連盟新規採用教員研修会「褒められ体験をしてみよう！」、指導講師、（オン

デマンドにて資料提供）8 月 21 日提出 

・倉敷支援学校における交流授業担当、10 月 5 日、12 月 7 日（学生補助あり） 

・くらしき市民講座「自分色のティラノサウルスをつくろう」、指導援助、ライフパーク倉敷、

10 月 15 日 

・「童美展 2022」審査補助、兵庫県立近代美術館、12 月 21 日 

（学生との協同活動） 

・端午の節句祭り「動くバス工作」ワークショップ開催、玉島市民交流センター、5 月 5 日 

・ウクライナ支援グッズの製作、専攻科保育臨床専攻学生、6 月 

・夏フェス KOJIMA どんかっか FINAL「児島地区園児の提灯製作」制作補助、専攻科保育臨床専

攻学生、竜王保育園、7 月 7 日 

・エコサマースクール「動くバス工作」ワークショップ開催、イオン倉敷、7 月 9 日 

・児島駅前ハロウィーン作品展示 2022 年 10 月 30 日～11 月 7 日 パネル作品の展示 

・くらしき防災フェア「恐竜工作ワークショップ」「ダンボール作品 10 点の展示」、アリオ倉

敷、11 月 5 日 
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小久保 圭一郎 （KOKUBO keiichiro）  保育学科／専攻科保育臨床専攻 教授  

研究分野 教育学・保育学 

 

I  研究業績 

［著書（訳書）］ 

・「子ども家庭支援論【第２版】、松原康雄、村田典子、南野奈津子編著、中方法規出版、2023

（共著）、（著者：飯塚美穂子、泉谷朋子、川向雅弘、北本佳子、小久保圭一郎、佐藤まゆみ、

鈴木崇之、賞雅さや子、田邉哲雄、原史子、藤高直之、米原立将、担当箇所：第６講「子ども

の育ちの喜びの共有」pp.69-72） 

 

［学会発表］ 

・「読み聞かせボランティアが抱える困難さとその支援―質問紙による実態調査を通して―」（ポ

スター発表）日本保育学会第 75 回大会、関東ブロック（オンライン）、2022 年 5 月 15 日（共

同）（発表 者：谷原舞、野見山直子、岡野聡子、小久保圭一郎、中島眞吾、加藤緑、田中卓

也） 

・「これからの子ども文化を考える－コロナ禍と少子化と令和新時代とともにいきる－」（大会シ

ンポジウムⅠ）日本子ども社会学会第 28 回大会、宮城教育大学（オンライン）2022 年 6 月 26

日（共同）（司会・コーディネーター：田中卓也、話題提供者：小島千恵子、時田詠子、小久

保圭一郎、丸山ちはや、橋爪けい子、指定討論者：名須川知子） 

・「絵本の読み聞かせボランティアの意義に関する研究 ―質問紙による実態調査を通して―」

（個人研究発表）日本読書学会第 66 回大会（オンライン）、2022 年 9 月 19 日（共同）（発表

者：谷原舞、小久保圭一郎、小川知晶、小田桐早苗、田中卓也、野見山 直子、中島眞吾、加

藤緑、岡野聡子） 

・「地域社会と子育て支援(3)―障がいをもった子ども、外国籍の子どもとともに支援することの

大切とは？―」（自主シンポジウム）日本乳幼児教育学会第 32 回大会（オンライン）、2022 年

12 月 4 日（共同）（司会：加藤緑、コーディネーター：田中卓也、話題提供者：松村齋、小島

千恵子、小野順子、小久保圭一郎、山本房子、小川知晶、中島眞吾） 

・「乳幼児を対象とした絵本の読み聞かせボランティアを支援するための研修内容の検討」（自由

研究発表）日本教師学学会第 24 回年次大会（日本赤十字広島看護大学）、」2023 年 3 月 19 日

（共同）（発 表者：岡野聡子、谷原舞、小久保圭一郎） 

［研究助成］ 

・「読み聞かせボランティア支援および質向上のための研修プログラム開発」科学研究費助成事

業（基盤研究（C））、研究機関：大阪信愛学院短期大学（研究代表者：谷原舞、研究分担者：

岡野聡子、小久保圭一郎、田中卓也、中島眞吾） 

・「保育士の労務環境実態調査」岡山県保育士養成施設連携強化事業（研究代表者：小久保圭一

郎、研究分担者：浅野泰昌、木戸啓子、長櫓涼子、宮﨑正宇） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

 本 科：保育原理、教育原理、保育者論、教育の制度と社会、教育実習法、保育・教職実践演

習、教育実習 
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 専攻科：子どもの人権教育論、教育の思想と歴史、比較教育特論、特別研究Ⅰ・Ⅱ 

２ 他大学における主な授業科目 

・東京家政大学大学院：保育史特論（人間生活学総合研究科） 

・福山市立大学：教育方法論Ｂ（幼）（教育学部） 

  

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷教育センター運営委員 

・日本保育者養成教育学会広報委員 

・「乳幼児教育学研究」編集協力委員 

  

［講演・指導・助言等］ 

・令和４年度玉野市保育研究推進委員会助言者（定期） 

・令和４年度千葉市保育の質向上検討会議助言者（定期） 

［その他］ 

・倉敷市５年目保育教育職員研修 講師 

・保育市試験準備研修会 講師（「保育原理」「教育原理」担当） 

・くらしき幼児教育ネットワーク協議会 
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三川 美幸 （MIKAWA Miyuki）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  准教授 

研究分野 音楽・音楽表現・音楽療法          

     

Ⅰ 研究業績 

［学術論文］ 

・打楽器を使用した発達障がい児への音楽表現支援の一考察：子どもの創出する音に着目した音

楽療法場面の一例から（単著）、倉敷市立短期大学研究紀要第 66 号、pp.31～38 

 

［学会発表］ 

・「児童発達支援センターにおける音楽療法について」(単独),第 22 回日本音楽療法学術大会  

研究発表特別大会（広島・オンライン）,令和 4 年 9 月 16 日（9 月 16 日～10 月 10 日） 

 

［研究］ 

・倉敷市立短期大学共同研究費、「表現における音楽と造形の内的循環について」、  

 2021 年度～2023 年度（研究代表者） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：幼児と歌唱表現Ⅰ・Ⅱ, 幼児と表現、総合演習 

  専攻科：子どもと音楽療法、幼児の音楽遊び演習Ⅰ・Ⅱ、特別研究Ⅰ・Ⅱ、幼稚園体験      

活動 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・運動体験部顧問（後期）  ・専攻科副担任 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷市立短期大学子育てカレッジ実行委員（2011 年～） 

・倉敷市「特別支援児保育アドバイザー派遣事業」，アドバイザー（2016 年～）（令和 4 年度 7 

回） 

・日本音楽療法学会音楽療法士資格必修講習会講師（2014 年～） 

・岡山県保育士養成協議会保育養成研究会委員（副会長）（2022～ ） 

・中部日米協会会員 

・倉敷市障がい者親善大使交流事業実行委員 

 

 

［ワークショップ］ 

・倉敷市内児童発達支援センターワークショップ（令和 4 年度 10 回） 

・倉敷市内児童館「親子音楽あそび」（令和 4 年度 10 回） 
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［講演・指導・助言等］ 

・令和 4 年度倉敷市 2 年目保育教育職員研修「実技研修：音楽あそび」講師、ライフパーク倉敷

（6 月 7 日）   

・令和 4 年度第 3 回県立図書館ボランティアスキルアップ講座（児童サービス支援コース） 

「わらべうた・手遊びの魅力：子どもの育ちを支える視点から」、岡山県立図書館（10 月 18

日） 

・令和 4 年度倉敷市保育士資格準備講座「保育実習理論：音楽表現（実技）」講師、ライフパー

ク倉敷（12 月 3 日） 

・令和 4 年度倉敷市保育士・保育所支援センター研修会「実技研修：音楽遊び」講師、ライフパ

ーク倉敷（令和 5 年 1 月 23 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



34 

平岡 敦子 （HIRAOKA Atsuko）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  准教授  

研究分野 保健学・助産学          

研究課題とその内容      

・切れ目ない産前産後の母子保健における利用者支援 

・災害と子育て支援 

 

I  研究業績 

［展示・企画］ 

・第 7 回防災推進国民大会（ぼうさいこくたい 2022）、「災害時の子育て支援～平成 30 年 7 月豪

雨災害真備町」ブースプレゼンテーション（ポスター発表）、ひとと未来防災センター（兵庫

県立大学）、2022 年 10 月 22 日〜10 月 23 日（共） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：子どもの保健、子どもの健康と安全、幼児と健康、乳児保育Ⅰ、発達心理学Ⅱ、総

合演習、保育教職実践演習 

  専攻科： 乳児保育特論、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ 

２ 他大学における主な授業科目 

・就実大学：子どもの保健（教育学部初等教育学科） 

・倉敷看護専門学校：国際看護、災害看護 

 

III 社会活動 

〔審議会・委員会等］  

・倉敷市地域福祉基金運営委員会 委員（2015年度～現在） 

・令和4年度児島地区要保護児童対策地域協議会 構成員（2022年4月～） 

［講演・指導・助言等］ 

・倉敷市真備町岡田地区地域防災計画・研修会アドバイザー、倉敷市真備町岡田地区 まちづく

り協議会、（2021年8月～） 

・平成30年7月豪雨（西日本豪雨）水害伝承の展示会、「倉敷市の子育て支援、保健福祉支援」パ

ネル提供・展示、マービーふれあいセンター、2022年7月1日～4日 

・倉敷市真備町岡田地区地域避難訓練・研修会講師「エコノミークラス症候群とは」、岡田小学

校、（2022年11月21日） 

・令和4年度岡山県男女共同参画推進センター「ストップDV！啓発サポーターフォローアップ研

修」 

講師、岡山県男女共同参画推進センターウィズセンター（2022年11月27日） 

・令和元年度倉敷市保育士・保育所支援センター保育士試験準備研修会講師「子どもの保健」、

ライフパーク倉敷、（2022年1月21日） 

・第1回倉敷市防災フェア運営（倉敷市防災危機管理室）、倉敷みらい公園（2022年11月5日） 

・性暴力被害者支援ネットワーク・はるねっと 代表（2013年～現在） 

・災害と子育て支援研究会（2020年～現在） 

・子育て支援拠点 特定非営利活動法人 子育て応援ナビぽっかぽか 理事（2022年度） 

［その他］ 

・女性と子どもの安全のための支援教育センター 会員 

・日本保育保健協議会 会員 

・日本保育学会 会員 

・日本母性衛生学会 会員 

・日本家族看護学会 会員 

・日本災害看護学会 会員 

・日本助産学会 会員、日本助産学科誌専任査読者（2021年～） 
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及川 直樹 （OIKAWA Naoki）  保育学科/専攻科保育臨床専攻  准教授 

研究分野 幼児体育・発育発達 

 

 研究業績 

［学会発表］ 

・「幼児の遊びの実態に関する要因と運動能力の関係（1）保育所での遊びの実態をもとに」、日

本保育学会第 75 回大会、聖徳大学、2022 年 5 月 14 日（単独） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：健康科学概論、スポーツ、表現の指導法、幼児と健康、幼児と表現、教育実習、 

保育・教職実践演習、総合演習 

  専攻科：スポーツ 1、身体・運動指導法特別演習、幼稚園体験活動、特別研究Ⅱ 

［本学における課外活動の指導など］ 

・運動体験部 

・倉敷市立短期大学シグマ・ソサエティ 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷市大学連携福祉事業実行委員会委員長（2022 年度） 

・倉敷市子どもセンター協議会委員（2022 年度） 

・くらしき幼児教育ネットワーク委員（2022 年度） 

［ワークショップ］  

［講演・指導・助言等］ 

・倉敷市新規採用保育教育職員研修講師、くらしき健康福祉プラザ体育館（2022 年 8 月 30 日） 

・倉敷市保育士・保育所支援センター実技研修会（運動あそび）講師、ライフパーク倉敷大ホー

ル（2022 年 8 月 31 日） 
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栗原 典子 （KURIHARA  Noriko）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  准教授  

研究分野 英語教授法・応用言語学           

     

I  研究業績 

［学術論文］ 

・“Training High School Students on Summary Writing”、大学英語教育学会『ライティング

指導研究会紀要』第１５号、2023 年 3 月 31 日（単著） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：英語Ⅰ（コミュニケーション）、英語Ⅱ、英語Ⅲ、英語Ⅳ、総合演習、文学 

  専攻科：専門英語文献講読、幼児の国際理解演習 

２ 他大学における主な授業科目 

・神戸芸術工科大学：基礎英語、イングリッシュ・プレゼンテー ションⅠ・Ⅱ、イングリッシ

ュ・コミュニケーション A・B 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・Cross Cultural Communication (C.C.C.)部 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・全国語学教育学会大阪支部 Osaka Jalt 紀要査読委員 

・大学英語教育学会(JACET)大学英語教育学会賞・学術出版物専攻委員会選考委員 

・国際英語教師学会(TESOL)学会誌“TESOL Journal”査読委員 

  

［講演・指導・助言等］ 

・令和 4 年度倉敷市大学連携講座「アカデミック・ライティング(英語)まずはパラグラフから、

そしてエッセイへ」講師 ライフパーク倉敷 (2022 年 10 月 8 日) 

・第 6 回倉敷市長は杯子どもサミット英語スピーチ大会審査委員長 倉敷健康福祉プラザ 

(2022 年 10 月 15 日） 
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長櫓 涼子 （NAGARO Ryoko）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  准教授  

研究分野 発達心理学・保育・幼児教育  

 

Ⅰ 研究業績 

［研究助成］ 

・岡山県保育士養成施設連携強化事業（保育士就業支援及び離職防止）委託業務 

 「保育士の労働環境実態調査」（2022 年 6 月 20 日～2023 年 3 月 31 日） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

本 科：発達心理学Ⅰ、発達心理学Ⅱ、教育相談、幼児理解の理論と方法、総合演習、 

保育実習Ⅰ（2）、保育実習Ⅲ、保育実習法Ⅰ、保育実習法Ⅲ、保育・教職実践演習 

専攻科：発達心理学特論、教育相談特論、保育・教育臨床心理学実践特論、特別研究Ⅰ、 

特別研究Ⅱ 

 

２ 他大学における主な授業科目 

・学校法人中国学園中国短期大学「子ども家庭支援の心理学」担当（2021 年～現在至） 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・岡山県保育士養成協議会養護実習委員会委員（2020 年 4 月～現在至） 

 

［講演・指導・助言等］ 

・令和 4 年度保育士試験準備研修会講師「担当科目：保育の心理学」、ライフパーク倉敷 

 （2022 年 10 月 29 日） 

・倉敷市保育・幼稚園課「特別支援児保育アドバイザー派遣事業」アドバイザー 

 （2019 年 4 月～現在至） 

 

［その他］ 

・1 級愛玩動物飼養管理士（公益社団法人日本愛玩動物協会）取得  

・日本愛玩動物協会  会員 

・日本心理学会    会員 

・日本発達心理学会  会員 

・日本感情心理学会  会員 

・日本保育学会    会員 

・日本乳幼児教育学会 会員 

・日本子ども社会学会 会員 
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浅野 泰昌 （ASANO Yasumasa）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  准教授  

研究分野 児童文化・保育内容の領域「言葉」及び「表現」         

 

研究課題とその内容 

「ベイビーシアター（乳児向け舞台芸術）」「絵本」「人形劇」「劇」等を主題として、地域社会に

おける実践（実演、制作と公演、関係団体との協働）を基にしながら、以下の研究課題に取り

組んでいる。 

・乳幼児の育ちや学びに果たす「児童文化」「舞台芸術」「物語」の役割 

・「児童文化財」「舞台作品」の制作と公演を核とした協同的創造活動（劇団活動）による保育

者・教員養成 

・「文化芸術」をプラットフォームとした子育て支援・社会包摂・地域創生 

 

学位              修士（教育学） 岡山大学大学院教育学研究科 

 

学歴    

2004(平成 16)年 3 月 岡山大学教育学部学校教育教員養成課程（幼児教育講座）卒業 

2006(平成 18)年 3 月 財団法人とらまる人形劇研究所附属人形劇学校パペットアーク 卒業 

2008(平成 20)年 3 月 岡山大学大学院教育学研究科学校教育専攻（幼児教育講座）修了 

 

職歴 

2004(平成 16)年 4 月 財団法人とらまる人形劇研究所 プレイスタッフ 

（人形劇場及び人形劇博物館）［2006 年 3 月まで］ 

2004(平成 16)年 4 月 人形劇団はこぶね 団員（財団法人とらまる人形劇研究所附属人形劇学校 

パペットアーク）［2006 年 3 月まで］ 

2006(平成 18)年 4 月 岡山大学教育学部 TA［2008 年 3 月まで］ 

2008(平成 20)年 4 月 くらしき作陽大学子ども教育学部 助教［2012 年 3 月まで］ 

2012(平成 24)年 4 月 くらしき作陽大学子ども教育学部 講師［2022 年 3 月まで］ 

2022(令和 04)年 4 月 倉敷市立短期大学保育学科／専攻科保育臨床専攻 准教授［現在に至る］ 

 

所属学会及び団体 

2006(平成 18)年   日本保育学会［現在に至る］ 

2006(平成 18)年    日本乳幼児教育学会［現在に至る］ 

2007(平成 19)年    日本子ども社会学会［現在に至る］ 

2022(令和 04)年    日本保育者養成教育学会［現在に至る］ 

 

賞罰    

2006(平成 18)年   岡山県産業デザイン協会 第 5 回 DAO 展「わ」のデザイン「DAO 賞」受賞 

2019(令和元)年    公益財団法人福武教育文化振興財団 「第 1 回福武教育文化賞」受賞 

 

I  研究業績 

［学術論文］ 

・「幼児期の障害理解教育における絵本の教材化と指導の課題」、岡山大学教師教育開発センタ
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ー、『岡山大学教師教育開発センター紀要』、第 13 巻、2023 年 3 月 30 日、pp．373-387（共

著）（著者：山口（西岡）由稀、浅野泰昌、馬場訓子） 

・「幼児の身体障害への理解を援助する絵本教材」、岡山大学教師教育開発センター、『岡山大学

教師教育開発センター紀要』、第 13 巻、2023 年 3 月 30 日、pp．389-403（共著）（著者：浅

野泰昌、山（西岡）由稀、馬場訓子） 

・「児童文化財の制作と公演を核とした創造的協同活動による保育者・教員養成に関する一考察

―くらしき作陽大学子ども教育学部附属児童文化部ぱれっとの変遷と特徴―」、くらしき作陽

大学、『くらしき作陽大学・作陽短期大学研究紀要』、第 99 号、2023 年 3 月 31 日、pp．46-

60（共著）（著者：浅野泰昌、中野広大） 

 

［研究助成］ 

・「保育士の労務環境実態調査」岡山県保育士養成施設連携強化事業（研究代表者：小久保圭一

郎、研究分担者：浅野泰昌、木戸啓子、長櫓涼子、宮﨑正宇） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：児童文化学、幼児と言葉、言葉の指導法、幼児と表現、劇表現の指導法、保育・    

            教職実践演習、総合演習 

  専攻科：児童文化学特論、幼児の劇遊び演習、劇指導法特別演習、特別研究Ⅰ・Ⅱ 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・「倉敷市立短大子どもの劇場」顧問 

 2022 年度学外公演実績 

 ①倉敷市児島児童館（2022 年 6 月 26 日） 

 ②笠岡市金浦公民館（2022 年 10 月 1 日） 

 ③瀬戸内市民図書館（2022 年 10 月 9 日） 

 ④くらしき防災フェア 2022、アリオ倉敷野外ステージ（2022 年 11 月 5 日） 

 ⑤社会福祉法人橘会御南まんまる子ども園プレイミュージアム（2022 年 11 月 19 日） 

 ⑥倉敷市学習センター主催子どもシアター、ライフパーク倉敷（2023 年 1 月 29 日） 

 ⑦三次市民ホールきりり（2023 年 2 月 4 日） 

 ⑧倉敷市稗田保育園（2023 年 2 月 14 日） 

 ⑨学校法人佐保会学園奈良佐保短期大学附属倉敷幼稚園（2023 年 2 月 21 日） 

 ⑩くらしき作陽大学子ども教育学部附属児童文化部ぱれっと交流試演会、くらしき作陽大学 

  （2023 年 2 月 26 日） 

 ⑪設立 40 周年記念倉敷市立短大子どもの劇場公演 2023、倉敷市芸文館アイシアター（2023 年 

  3 月 4 日・5 日） 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・一般財団法人とらまる人形劇研究所 評議員（2012 年度～現在に至る） 

・倉敷市大学連携福祉事業実行委員会 委員（2012 年度～現在に至る） 
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・国際人形劇連盟日本センター（日本ウニマ）会員（2014 年度～現在に至る） 

・国際人形劇連盟日本センター（日本ウニマ）理事（2018 年度～現在に至る） 

・岡山県保育士養成協議会保育実習委員会 委員（2019 年度～現在に至る） 

・倉敷市立短期大学子育てカレッジ実行委員会 委員（2022 年度） 

・一般社団法人日本ベイビーシアターネットワーク 理事（2022 年度） 

・倉敷市大学連携福祉事業実行委員会 実行委員長（2022 年度） 

［ワークショップ］  

・児童を対象とした絵本の読み聞かせ、倉敷市立菅生小学校（2022 年 8 月 30 日） 

・余暇活動における劇遊びの指導、倉敷市立倉敷支援学校（2022 年 10 月 5 日・12 月 7 日） 

［講演・指導・助言等］ 

・乳児向け舞台芸術に関する研修会、諫早市立図書館（2022 年 6 月 5 日） 

・人権教育講演会、倉敷市立乙島小学校（2022 年 6 月 11 日） 

・保育と絵本の読み聞かせに関する指導、岡山県立総社高等学校（2022 年 7 月 12 日） 

・保育技術評価講習会（岡山県高等学校家庭科教育協会）、岡山県立津山東高等学校 

（2022 年 8 月 18 日） 

・保育と絵本の読み聞かせに関する指導、岡山県立倉敷鷲羽高等学校（2022 年 9 月 15 日） 

・倉敷市♪地域で子育て応援講座（倉敷市子育て支援センター）、くらしき健康福祉プラザ  

 （2022 年 10 月 29 日） 

・令和 4 年度保育士試験準備研修会講師（保育実習理論・言語表現）、ライフパーク倉敷 

 （2023 年 1 月 14 日） 

・保育と絵本の読み聞かせに関する指導、岡山県立岡山南高等学校（2023 年 1 月 23・30 日） 

・乳児向け舞台芸術に関する講習会（NPO 法人きりりクラブ）、三次市民ホールきりり（2023 

 年 2 月 4 日） 
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別府 祐子 （BEPPU Yuko）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  講師  

研究分野 音楽教育学          

 

I  研究業績 

［著書］                           

・『改訂 5 版 幼児の音楽教育法』、吉富功修・三村真弓編著、ふくろう出版、2023 年 3 月 23

日、（共著）（著者：吉富功修、三村真弓、別府祐子他 担当箇所：第 2 章第 1 節『幼稚園教育 

要領』・『保育所保育指針』・『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』と幼児の音楽表現」

pp.14-20、第 6 章第 1 節「保育施設における乳児の音楽表現の事例」pp.64-69. 

［学術論文］ 

・「リズミカルな動きを伴う 2 歳未満の子ども同士の関わりの様相」、広島大学大学院人間社会科

学研究科音楽文化教育学領域、『音楽文化教育学研究紀要』、No.35、2023 年 3 月 23 日、

pp.39-48.（単著） 

［学会発表］ 

‘Peer Interaction Using Rhythmic Gestures among Children under  the Age of Two 

Years, in a Nursery School’, the PECERA-HK Celebration of 25th Anniversary of HKSAR 

Establishment cum 22nd PECERA Annual Conference, Online conference, July 9, 2022. 

（ポスター発表、単独発表） 

・「歌を伴う遊びの中に見られる子ども同士の関わり－保育所 0 歳児クラスでの観察調査に基づ

いて－」、音楽学習学会第 18 回研究発表大会、聖徳大学、2022 年 9 月 3 日（口頭発表、単

独）（発表要旨 p.23） 

・「保育所 0 歳児クラスの子ども同士の関わりに見られる音楽性―音声を中心とした関わりに着

目して―」、日本音楽教育学会第 53 回大会、オンライン開催、2022 年 11 月 6 日（口頭発表、

単独）（発表要旨 p.73）. 

・「1 歳児同士の遊びの中に見られる音楽性―追いかける遊びに付随する声に着目して―」、2022

年度日本音楽教育学会 中国四国地区例会、岡山大学、2023 年 3 月 26 日（口頭発表、単独）

（発表要旨集 p.3） 

 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：幼児と器楽表現Ⅰ、幼児と器楽表現Ⅱ、表現の指導法、音楽表現の指導法、総合演

習 

      専攻科：音楽指導法特別演習Ⅰ、音楽指導法特別演習Ⅱ、特別研究Ⅰ 

［本学における課外活動の指導など］ 

・アカペラサークル「くらら」 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・岡山県保育士養成協議会保育実習委員会委員（2017 年 4 月 1 日～現在） 

［講演・指導・助言等］ 
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・くらしき市民講座「音楽をカラダで感じよう！～親子で楽しむ音楽遊び♪～」講師、ライフパ

ーク倉敷（2022 年４月 19 日） 

・倉敷市立短期大学公開講座「はじめてのピアノ」講師、倉敷市立短短期大学（2022 年 8 月 4

日） 

・令和 4 年度保育士試験準備研修会講師、「保育実習理論（音楽表現）」、ライフパーク倉敷 

（2022 年 10 月 1 日） 

［その他］ 

・全国大学音楽教育学会中・四国地区学会役員（事務局・会計）（2020 年 4 月〜現在） 

・倉敷市立倉敷支援学校余暇活動「キラリンタイム」クリスマスコンサート演奏・学生指導、倉

敷市立倉敷支援学校（2022 年 12 月 7 日） 
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宮﨑 正宇 （MIYAZAKI Seiu）  保育学科／専攻科保育臨床専攻  講師  

研究分野 社会福祉・子ども家庭福祉          

     

研究課題とその内容 

近年、児童養護施設では、高年齢の子どもの入所が増加し、自立支援が大きな課題になってい

る。よって、児童養護施設での自立支援を長期的視点で考えていくために、リービングケアとア

フターケアのあり方について研究している。 

 

学位        博士（社会福祉学）（高知県立大学） 

     

学歴    

平成 12 年 4 月 文教大学人間科学部人間科学科社会福祉コース入学 

平成 16 年 3 月 文教大学人間科学部人間化学科社会福祉コース卒業 

平成 16 年 4 月 文教大学人間科学部人間科学科科目等履修生（平成 17 年 3 月まで） 

平成 17 年 4 月 中部学院大学大学院人間福祉学研究科人間福祉学専攻（修士課程）入学 

平成 19 年 3 月 中部学院大学大学院人間福祉学研究科人間福祉学専攻（修士課程）修了  

        修士（社会福祉学） 

平成 28 年 4 月 高知県立大学大学院人間生活学研究科人間生活学専攻（博士後期課程）入学 

令和元年 9 月 高知県立大学大学院人間生活学研究科人間生活学専攻（博士後期課程）修了 

        博士（社会福祉学） 

 

職歴    

平成 18 年 4 月 岐阜県立関養護学校中学部非常勤講師（平成 19 年 3 月まで） 

平成 19 年 4 月 社会福祉法人高知県福祉事業財団 児童養護施設子供の家児童指導員 

        （令和 2 年 3 月まで） 

平成 23 年 4 月  同 上 相談援助実習指導者（令和 2 年 3 月まで） 

平成 24 年 1 月 高知女子大学社会福祉学部非常勤講師（「社会福祉特別演習Ⅱ」担当） 

        （平成 24 年 3 月まで） 

平成 24 年 7 月 文教大学人間科学部人間科学科臨時学外講師 

        （「社会福祉士・精神保健福祉士学外実習指導」担当） 

平成 25 年 1 月 高知県立大学社会福祉学部非常勤講師（「社会福祉特別演習Ⅱ」担当） 

        （平成 25 年 3 月まで） 

平成 25 年 10 月 社会福祉法人高知県福祉事業財団 

            児童養護施設子供の家被虐待児個別対応職員（平成 27 年 3 月まで） 

平成 27 年 4 月  同 上 家庭支援専門相談員（平成 30 年 3 月まで） 

平成 27 年 4 月 高知県立大学大学院人間生活学研究科客員研究員（平成 28 年 3 月まで） 

平成 30 年 4 月 社会福祉法人高知県福祉事業財団 児童養護施設子供の家自立支援職員 

        （令和 2 年 3 月まで） 

令和 2 年 4 月  聖カタリナ大学短期大学部保育学科専任助教（令和 4 年 3 月まで） 

令和 3 年 4 月  聖カタリナ大学人間健康福祉学部社会福祉学科兼担講師（令和 4 年 3 月まで） 

令和 4 年 4 月  倉敷市立短期大学保育学科専任講師（現在に至る） 
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所属学会及び団体   

平成 17 年 11 月 日本福祉教育・ボランティア学習学会会員（現在に至る） 

平成 20 年 1 月  全国児童養護問題研究会会員（現在に至る） 

平成 20 年 5 月  高知県社会福祉士会会員（現在に至る） 

平成 20 年 7 月  日本社会福祉学会会員（現在に至る） 

平成 20 年 9 月  日本子ども家庭福祉学会会員（現在に至る） 

平成 24 年 11 月 日本子ども虐待防止学会会員（現在に至る） 

令和 2 年 9 月  日本保育学会会員（現在に至る） 

令和 2 年 12 月  日本保育ソーシャルワーク学会会員（現在に至る）   

賞罰 なし 

 

Ⅰ研究業績 

［学術論文］ 

・「児童養護施設におけるケアの連続性とその課題―リービングケアとアフターケアに着目して

―」、倉敷市立短期大学、『倉敷市立短期大学研究紀要』、第 66 号、2023 年 3 月 25 日、 

pp.39-46（単著）、査読無 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：社会福祉、子ども家庭福祉、子ども家庭支援論、社会的養護Ⅰ、社会的養護Ⅱ 

       保育実習法Ⅰ、保育実習法Ⅲ、保育実習Ⅰ(2)、保育実習Ⅲ、総合演習   

    専攻科：生活福祉論、児童福祉特論、特別研究Ⅰ、特別研究Ⅱ 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷市国民健康保険運営協議会会長代理（2022 年度） 

・倉敷市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会委員（2022 年度） 

［講演・指導・助言等］ 

・令和 4 年度保育士試験準備研修会講師（担当：社会福祉、子ども家庭福祉） 

 ライフパーク倉敷（2023 年 3 月 11 日） 

・令和 4 年度保育士試験準備研修会講師（担当：社会的養護） 

 ライフパーク倉敷（2023 年 3 月 18 日） 
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  （２）服飾美術学科 
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岩﨑 之勇 （IWASAKI Yukiwo）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 教授  

研究分野 マーケティング・ブランディング         

     

I  研究業績 

［学会発表］ 

・「特定地域における保育士制服の導入是非とデザイン要件」、第 68 回（一社）日本家政学会中

国･四国支部研究発表会、オンライン Zoom、2022 年 10 月 9 日（発表者：武永佳奈、岩崎之

勇） 

・「地域の住民と企業が地元大学に求める人材育成」、経済教育学会第 38 回全国大会、2022 年 10

月 2 日（発表者：唐澤克樹、岩﨑之勇） 

［研究助成］ 

・倉敷市共同研究費助成研究、「保育服についての調査と製品開発（２）」、2022 年度～2024 年度

（研究代表者）武永佳奈 

［産学共同研究］ 

・令和 4 年度倉敷市産学共同研究事業、「地域プラットフォームの構築に関する研究」、2022 年 4

月 1 日～2023 年 3 月 31 日、しもついシービレッジ(株)（共同）、（本学：岩﨑之勇、唐澤克

樹） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：経営学入門、マーケティング論、マーケティング戦略論、消費者調査法、 

     消費者行動論、服飾企画論、課題研究、卒業研究、その他オムニバス授業  

  専攻科：流通論、マーケティング・コミュニケーション論、ブランド論、 

     アパレル経営論、広告論、特別研究、その他オムニバス授業 

２ 他大学における主な授業科目 

なし 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・ブランディングクラブ顧問 

・ファッションビジネス検定の教材確保 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・2022 年度倉敷未来プロジェクト実行委員会委員 

・地域の宝（魅力）新聞コンテスト審査会審査委員 

・倉敷市市民企画提案事業審議会委員 

・倉敷ファッションフロンティア実行委員会委員代行 

・翔南高等学校評議員会委員  

［その他］ 

・水島信用金庫、中国銀行でのイベント開催監修 

・「夏フェス児島どんかっか」うちわ製作イベント監修 
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大原 啓市 （OOHARA Keiichi）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 教授 

研究分野 情報処理教育・数学・物性理論   

     

 研究業績 

［学術論文］ 

・「Lightning G3 Pro Unit による WordPress サイト構築」、倉敷市立短期大学研究紀要、第 66

号、2023 年 3 月、pp. 47-56（単著） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：数学、情報機器の操作Ⅰ・Ⅱ、情報処理演習Ⅰ・Ⅱ、ビジネス基礎、生活デザイン

総論、アパレル総論、アパレル企業実習、課題研究、卒業研究 

  専攻科：情報処理論、生活文化環境論、アパレル産業研修、特別研究 

２ 他大学における主な授業科目 

・倉敷看護専門学校：情報科学 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・鷲羽山・下津井まちづくり委員会副委員長 2018 年～現在 
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松内 紀之 （MATSUUCHI Noriyuki）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 教授 

研究分野 工業意匠学・インテリアデザイン 

 

I  研究業績 

［共同研究報告書］ 

・山笠（やまかさ）の構造的特質と祭礼伝播１、『倉敷市立短期大学紀要』66 号、倉敷市立短期

大学、2020 年 3 月、（共） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：基礎デザイン、空間デザイン演習、表現演習、表現演習Ⅱ・Ⅲ、生活デザイン総

論、アパレル企業実習、インターンシップⅠ・Ⅱ、課題研究、卒業研究 

  専攻科：生活文化環境論、立体制作Ⅰ・Ⅱ、造形表現、造形表現論、特別研究 

［本学における課外活動の指導など］ 

・茶道部顧問 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・日本都市学会 理事（2021 年４月～現在） 

［講演・指導・助言等］ 

・令和 4 年度倉敷市大学連携講座講師「“ 魅せる” デザインづくり」水島愛あいサロン（2022

年 10 月 2 日） 
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趙採沃 （Cho Chaiok）  服飾美術学科/専攻科服飾美術専攻 教授 

専門分野 現代アート・ファッションアート・メディアアート 

 

I  研究業績 

［学術論文］ 

・＜具体美術協会の初期における美術の特性―1955 年～1957 年を中心に＞、環境芸術学会 28

号、2022,8,単独（審査あり）、pp.42-49。 

・「田中敦子の芸術について」、倉敷市立短期大学紀要 2022、単独 

・「具体美術協会 舞台美術展の特徴」、倉敷市立短期大学紀要 2022、単独 

［研究助成］ 

・倉敷市立短期大学共同研究、地域親和的なアート＆デザインプロジェクト、趙採沃・唐澤克

樹、2022 

［展示・企画］ 

・＜専攻科映像作品展＞、学内展示（玄関）、専攻科学生 5 名出品、７月、企画：趙 

・＜地域親和的アート＆デザインプロジェクト―０倉敷展＞、2023 年２月４日（土）、 

 倉敷市倉敷物語館、企画 2022 倉敷市立短期大学共同研究 No.10 趙採沃・唐澤克樹 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

本 科：モードデッサンⅠ・Ⅱ、現代アート＆デザイン史、アート造形技法演習Ⅰ・Ⅱ、 

現代芸術造形論、課題研究、卒業研究、インターンシップⅠ・Ⅱ、生活デザイン

総論（オムニバス） 

専攻科：アート演習Ⅰ・Ⅱ、デザインマネジメント、生活文化環境論（オムニバス）、特 

別研究、産業研修Ⅰ・Ⅱ 
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乾 眞理子 （INUI Mariko）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 教授 

研究分野 被服構成学・被服心理学・被服衛生学  

            

Ⅰ研究業績 

［学術論文］ 

・「被服選択における正と負の理想自己と友人関係との関連」、日本家政学会誌、Vol.74    

No.3 1-16（共著） 

［研究助成］ 

・倉敷市共同研究費助成研究、「大学におけるパターン作成教育と CAD システム活用の現状と課

題」2022 年度（研究代表者） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

本 科： 服飾造形論・服飾造形実習Ⅰ・服飾造形実習Ⅱ・服飾造形実習Ⅳ・ 

    パターンメーキング（ＣＡＤ）Ⅰ・パターンメーキング（ＣＡＤ）Ⅱ・ 

    生活デザイン総論・インターンシップⅠ・インターンシップⅡ・課題研究・ 

    卒業研究 

専攻科：生活文化環境論・パターンメーキング論・服飾造形実技Ⅱ・アパレル産業研修・ 

    特別研究 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］   

・日本家政学会 被服衛生学部会 幹事  
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佐藤 希代子 （SATO Kiyoko）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 准教授  

研究分野 被服衛生          

 

Ⅰ  研究業績 

［学術論文］                       

・「衣服の快適性に関する研究－ベルト装着型ファンの快適性に関して－」倉敷市立短期大学研

究紀要 第 66 号 pp.87-92 2023 年（共著）(著者：道明伸幸、佐藤希代子、担当箇所：共

同研究につき本人担当部分抽出不可能) 

［学会発表］ 

・「スキンケアにおけるコットンの生理心理面への効果」日本人間工学会第 63 回大会、2022 年

7 月 30 日（共同） 

・「女性用のスーツおよびスーツ用ブラウスの実態」日本家政学会 第 68 回中国・四国支部大

会、2022 年 10 月 2 日（単独） 

・「詰襟学生服の快適性向上を目指す開発と標準型学生服の認証マーク基準との関係」日本衣服

学会第 73 回（令和 4 年度）年次大会、2022 年 10 月 29 日（単独） 

［研究助成］ 

・倉敷市共同研究費助成研究、「衣服の快適性について」2022 年度（研究代表者） 

［産学共同研究］ 

・「制服に関する研究」2009 年 4 月 1 日～現在 菅公学生服株式会社（共） 

・「化粧用コットンの快適性について」2021 年 4 月 1 日～現在 株式会社サンヨーコーポレーシ

ョン、広島県立総合技術研究所 西部工業技術センター 生産技術アカデミー（共） 

・「制服の保温性に関する研究」2022 年 6 月 1 日～現在 株式会社明石スクールユニフォームカ

ンパニー（共） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：生活デザイン総論、服飾人間環境学、服飾人間環境学実験、服飾人間工学、 

      服飾管理学、服飾管理学実験、インターンシップⅠ・Ⅱ、課題研究、卒業研究 

  専攻科：生活文化環境論、被服生理学、被服生理学実験、被服衛生学、アパレル産業研修 

      産業研修Ⅰ・Ⅱ、特別研究 

２ 他大学における主な授業科目 

・関西福祉大学：家庭（発達教育学部 児童教育学科） 

・兵庫教育大学：被服学Ⅰ（教育学部 初等教育教員養成課程） 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・日本衣服学会 幹事（2016 年度～現在） 

・日本繊維製品消費科学会 中・四国支部 副支部長（2017 年度～現在） 

・日本繊維製品消費科学会 諮問委員（2019 年度～現在） 

・日本家政学会 被服衛生学部会 幹事（2019 年度～現在） 

・公益財団法人中国地域創造研究センター 中国地域質感色感研究会副委員長（2019 年度～現 



53 

 在） 

・日本衣服学会第 73 回年次大会実行委員（2022 年度） 

［講演・指導・助言等］ 

・日本家政学会被服衛生学部会第 40 回被服衛生学セミナー記念シンポジウム パネリスト 

「被服衛生学の歩みを振り返る」オンライン（2022 年 8 月 22 日） 

・令和 4 年度倉敷市大学連携講座講師「知ろう測ろう『衣服圧』～健やかで快適な暮らしのため

に～」ライフパーク倉敷 視聴覚ホール（2022 年 10 月 15 日） 
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田中 孝明 （TANAKA, Takaaki）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 准教授 

研究分野 テキスタイルアート・テキスタイルデザイン 

 

Ⅰ 研究業績 

［企画展出展］ 

・「Asia-Europe 5」. 2022 年 9 月 25 日〜11 月 13 日, Dansk Tekstil（デンマーク）,審査付海

外作品展覧会 

・「Washi Transformed: New Expressions in Japanese Paper」. 2022 年 6 月 11 日〜9 月 4 日, 

D’Amour Museum of Fine Art’s, Springfield Museums （USA）／2022 年 11 月 3 日〜2023 年

4 月 2 日, Morikami Museum and Japanese Gardens（USA）, 審査付海外作品展覧会 

［公募展出展］ 

・「Fibermen 7 international exhibition of contemporary fiber art」, 2022 年 11 月 8 日〜

22 日, Ivano-Frankivs'k（ウクライナ）, 審査付海外作品展覧会 

［報告書］   

・「繊維を活用したデザイン研究 2」倉敷市立短期大学共同研究報告，2023 年 3 月，倉敷市立短

期大学研究紀要第 66 号，（共著） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：生活デザイン総論，テキスタイルデザインⅠ・Ⅱ，アート・デザイン論，染織Ⅰ・ 

      Ⅱ，染色，インターンシップⅠ・Ⅱ，課題研究，卒業研究 

  専攻科：生活文化環境論，テキスタイルデザイン論，テキスタイルデザイン演習Ⅰ・Ⅱ，工

芸 

      染織，染色実習，産業研修Ⅰ・Ⅱ，特別研究 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］ 

・NPO 法人国際テキスタイルネットワークジャパン会員（2007 年〜現在） 

・一般社団法人日本テキスタイルデザイン協会会員（2012 年〜現在） 

・龍の仕事展実行委員（2013 年８月〜現在） 

・一般社団法人日本テキスタイルデザイン協会 産地教育部会執行委員（2022 年 4 月〜現在） 

［ワークショップ］ 

・「ほっこりフェルトきんちゃくふくろ作り」，2022 年度倉敷市大学公開講座，2022 年 10 月 28

日，倉敷市立短期大学 

［講演・講義］ 

・オンラインセミナー「テキスタイルの役割と未来／教育と産業のこれから」において「高等教

育におけるテキスタイル教育で求められているもの、これから求められるもの」をテーマにパネ

リストとして参加, 2022 年 7 月 15 日, 一般社団法人日本テキスタイルデザイン協会主催 

［作品寄贈］ 

・「Green Spreading」, Scythiatextile（ウクライナ）へ寄贈, 2022 年 11 月 8 日 
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［学外出品作品指導］ 

・作品展示「わたしたちの SDGs」への専攻科服飾美術専攻学生及び服飾美術学科卒業生の作品

出品指導，8 月 16 日～9 月 16 日，中国銀行児島支店 

［メディア］ 

・作品展示「わたしたちの SDGs」の倉敷ケーブルテレビ取材， 9 月 9 日，中国銀行児島支店 
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上村 晴彦 （UEMURA Haruhiko）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 准教授  

研究分野 衣服論・芸術学・生態心理学 

 

 研究業績 

［衣服デザイン・企画・展示］                           

・「日用の衣服と布製品の企画・展示」、望雲・福岡、2022 年 6 月 11 日〜26 日（共） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：生活デザイン総論、クリエイション論、クリエイション演習、ライフスタイルプロ

ダクト演習、デザイン・アート論、インターンシップⅠ、インターンシップⅡ、課

題研究、卒業研究 

  専攻科：生活文化環境論、生活情報論、衣服論、ライフプロダクト論、ライフプロダクト演

習Ⅰ、ライフプロダクト演習Ⅱ、産業研修Ⅰ、産業研修Ⅱ、特別研究 

［本学における課外活動の指導など］ 

・芸文部 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・公益財団法人 大学基準協会 短期大学評価委員（2022 年度） 
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道明 伸幸 （MICHIAKI Nobuyuki）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻 講師  

研究分野 服飾材料学・アパレル工学         

     

 研究業績 

［学術論文］ 

・「衣服の快適性に関する研究 ― ベルト装着型ファンによる衣服内環境 ―」、倉敷市立短期大

学研究紀要、第 66 号、2023 年 3 月、pp. 87-92（共著） 

［報告書］ 

・「衣服の快適性について（3 年目／3 年間）」、倉敷市立短期大学共同研究 

・「大学におけるパターン作成教育と CAD システム活用の現状と課題 2 年目／2 年間）」、倉敷市

立短期大学共同研究 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：服飾繊維学、服飾材料学、服飾繊維学実験、服飾材料学実験、服飾管理学実験、イ

ンターンシップⅠ、Ⅱ、生活デザイン総論、課題研究、卒業研究 

  専攻科：生活文化環境論、アパレル材料科学実験 

２ 他大学における主な授業科目 

・兵庫教育大学 学校教育学部：被服学Ⅱ 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・倉敷市繊維技術センターの見学（専攻科講義「アパレル材料科学実験」にて）、倉敷ファッシ

ョンセンター、2022 年 11 月 18 日 

・日本繊維機械学会中国支部（日本繊維製品消費科学会中・四国支部共催）研究および事例発表

会への参加（専攻科講義「アパレルコンピュータ論」にて）、岡山県立図書館、2022 年 12 月

16 日 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・日本家政学会被服材料部会 幹事、2008 年 8 月～現在 

・日本繊維機械学会中国支部 支部幹事（事務担当）、2016 年 4 月～現在 

・日本繊維機械学会「論文賞」推薦委員、2020 年度～現在 

・繊維学会 ATC-16（アジアテキスタイルカンファレンス 16）実行委員（会場担当委員）、2022

月 7 月 27～29 日 

［講演・指導・助言等］ 

・翔南高校生による服飾美術学科の授業及び施設見学会（高大連携）、倉敷市立短期大学、2022

年 11 月 22 日 
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唐澤 克樹 （KARASAWA Katsuki）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻  講師  

研究分野 地域経済論・中小企業論          

 

I  研究業績 

［学術論文］ 

・「繊維産業、アパレル産業、ファッション産業の概念をめぐって」、倉敷市立短期大学、『倉敷

市立短期大学紀要』、第 66 号、2023 年 3 月 

［報告書］ 

・「西日本豪雨災害から考える中小企業の災害支援」、中小商工業研究所、『中小商工業研究』、

2023 年 1 月 

［学会発表］ 

・「地域の住民と企業が地元大学に求める人材育成―倉敷市内の地域の住民と企業を対象とした

調査を基に―」、経済教育学会第 38 回全国大会、明治大学、2022 年 10 月 2 日（共同）（発表

者：唐澤克樹、岩﨑之勇） 

［写真アルバム］ 

・『写真アルバム 倉敷・総社・早島の昭和』尾崎聡 監修、樹林舎、（共著）2022 年、担当箇

所：「水島臨海工業地帯」 

・『写真アルバム 倉敷・総社・早島の昭和』尾崎聡 監修、樹林舎、（共著）2022 年、担当箇

所：「児島機業」 

［コラム］ 

・『住民と自治』、自治体研究社、2022 年 11 月号（通巻 715 号）、「新型コロナからの教訓」、p.4

（単著） 

［産学共同研究］ 

・令和 4 年度倉敷市産学共同研究「地域プラットフォームに構築に関する研究」 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科： 生活デザイン総論、アパレル総論、ビジネス基礎、経済学入門、基礎経済学、地

域産業論、まちづくり論、経済政策論、インターンシップⅠ・Ⅱ、課題研究、卒

業研究 

  専攻科：生活文化環境論、地域経済論、繊維・ファッション産業論、地域活性化論、情報処

理論、産業研修Ⅰ・Ⅱ、特別研究Ⅰ・Ⅱ 

２ 他大学における主な授業科目 

・なし 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷市都市景観審議会委員 

［講演・指導・助言等］ 

・倉敷市立翔南高等学校における高大連携授業「児島ってどんなところ？児島のまちづくりを考

えてみよう（仮）」，授業日：2022 年 12 月 14 日、開催場所：倉敷市立倉敷翔南高等学校 
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［その他］ 

・倉敷未来プロジェクト「北前船に関する取り組み」（子どもと大学生が一緒に北前船シール・

アート制作、下津井地域の歴史フィールドワーク、玉島交流センター北前船資料見学など） 
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武永 佳奈 （TAKENAGA Yoshina）  服飾美術学科／専攻科服飾美術専攻  講師  

研究分野 ファッションデザイン・服飾造形・被服構成学・服飾文化・サービスデザイ

ン             

研究課題とその内容    

 デニムなどの地域資源や地域文化から着想を得たファッションデザインについての実践的研

究。ファッションデザインや授業へのサービスデザイン導入も積極的に行っている。地元の企業

や自治体と連携し、地域人材の育成や学びの地域への還元を目指す。 

 

 研究業績 

［学術論文］ 

・「徳地和紙ジャケット－藍桜－」、『国際服飾学会誌 第 61 号』国際服飾学会、2022 年 7 月 31

日、p.105（共著 要旨） 

［学会発表］ 

・「徳地和紙ジャケット－藍桜－」、国際服飾学会 第 41 回大会 特別企画 Yamaguchi Costume 

Exhibition 日はまた昇る〜自然回帰〜、KDDI 維新ホール、2022 年 5 月 7 日（単独 作品発

表） 

・「Tufting dress made with residual thread」、The29th International Costume Congress、

昭和女子大学 コスモスホール、2022 年 8 月 24-25 日、pp.78-79（単独 作品発表、審査付国

際学会発表） 

・「特定地域における保育士制服の導入是非とデザイン要件」、第 68 回（一社）日本家政学会中

国･四国支部研究発表会、オンライン zoom、2022 年 10 月 9 日（口頭発表 共同研究者 岩﨑 

之勇） 

 [デザイン] 

・「Tufting dress made with residual thread」 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科： 服飾造形実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、パターンメイキング(CAD)Ⅰ、デニム学、デニム学演

習、 

       生活デザイン総論、インターンシップⅠ・Ⅱ、課題研究、卒業研究 

   専攻科：服飾造形実技Ⅰ・Ⅲ、生活文化環境論、アパレル産業研究、特別研究 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・産業お雛様展 作品指導・出展 2022 年 2 月 19 日〜3 月 13 日 

・水島信用金庫 サイネージファッションショー放映 2022 年 3 月 

・中国銀行ファッションショー作品展示 2022 年 7 月 20 日〜8 月 5 日 

・中国銀行デニムウィーク作品展示 2022 年 10 月 14 日〜11 月 18 日 

・倉敷駅前地下道アートギャラリー作品展示 2023 年 3 月 1 日〜3 月 13 日 

・水島信用金庫児島支店 作品展示 2022 年 3 月 

・ジーンズソムリエ資格認定試験指導 

・服飾美術学科ファッションショー2022 指導 
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・デニム学演習 G パンだ衣装製作指導 

・ウクライナリボン製作指導 

・学生会顧問 

・服飾美術学科 1 年生担任 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］ 

・国際服飾学会 幹事（2019 年 4 月〜現在） 

・日本家政学会 機関幹事（2021 年 4 月〜現在） 
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６．令和５年度入試結果  
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〔倉敷市立短期大学〕

令和５年度　倉敷市立短期大学入学試験実施結果

【本科】 （単位：人）

一般 社会人 帰国生 外国人 総合Ⅲ期 共通テスト

市内15人 市外15人 20人 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 12 38 29 0 0 0 4 9 92

受験者数 12 38 29 0 0 0 3 9 91

合格者数 12 33 21 0 0 0 2 5 73

実質競争率 1.0 1.2 1.4 1.5 1.8 1.2

入学手続者数 12 33 13 0 0 0 2 3 63

辞退者数 0 0 2 0 0 0 0 1 3

入学者数 12 33 11 0 0 0 2 2 60

うち市内
出身者数 12 0 1 0 0 0 0 0 13 21%

総合Ⅰ期 総合Ⅱ期 総合Ⅲ期 一般 社会人 帰国生 外国人 共通テスト 第二次募集

15人 10人 若干名 市内5人 市外5人 15人 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 21 3 1 0 1 9 14 0 0 0 11 0 60

受験者数 21 3 1 0 1 9 14 0 0 0 11 0 60

合格者数 21 3 1 0 1 9 14 0 0 0 11 0 60

実質競争率 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

入学手続者数 21 3 1 0 1 9 9 0 0 0 3 0 47

辞退者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

入学者数 21 3 1 0 1 9 9 0 0 0 3 0 47

うち市内
出身者数 5 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 9 19%

本科市内割合 20 %

【専攻科】

計

学内 学外

志願者数 8 0 0 12 2 22

受験者数 8 0 0 11 2 21

合格者数 7 0 0 11 2 20

実質競争率 1.1 1.0 1.0 1.1

入学手続者数 7 0 0 10 1 18 ※実質競争率は受験者数／合格者数

辞退者数 0 0 0 0 0 0

入学者数 7 0 0 10 1 18

うち市内
出身者数 3 0 0 5 0 8 44%

専攻科（定員各10）

保育臨床 服飾美術
１次

2次 １次 2次

服飾美術学科（定員50）

学校推薦型 指定校推薦
(若干名) 計

令和5年3月31日

学校推薦型

保育学科（定員50）

計
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令和５年度入試 【出身地の内訳】   令和 5 年 3 月 31 日※第２希望は含まない 

■保育学科

学校推薦型 一般Ａ 総合型Ⅲ期 一般Ｂ（共通テ

スト利用）

社 会 人 ・ 帰 国

生・外国人

合計 合計

市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外

志 願 者  

数

12 9 29 4 4 21 0 1 3 1 1 7 0 0 0 17 15 60 92

合 格 者

数

12 7 26 2 3 16 0 0 2 0 1 4 0 0 0 14 11 48 73

入 学 者

数

12 7 26 1 1 9 0 0 2 0 0 2 0 0 0 13 8 39 60

内 男 子

志願者

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 3 3

内 男 子

合格者

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 2

 

■服飾美術学科

総合型

Ⅰ期

総合型

Ⅱ期

総合型

Ⅲ期

学校推

薦型

一般Ａ 一 般 Ｂ

（ 共 通 テ

ス ト 利

用）

社 会 人 ・

帰 国 生 ・

外国人

指定校 総合Ⅲ期

第二次

合計 合

計

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

市

内

県

内

県

外

志 願

者数

5 7 9 0 1 2 0 0 1 0 0 1 2 2 10 1 1 9 0 0 0 3 5 1 0 0 0 11 16 33 60

合 格

者数

5 7 9 0 1 2 0 0 1 0 0 1 2 2 10 1 1 9 0 0 0 3 5 1 0 0 0 11 16 33 60

入 学

者数

5 7 9 0 1 2 0 0 1 0 0 1 1 2 6 0 0 3 0 0 0 3 5 1 0 0 0 9 15 23 47

内 男

子 志

願者

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 1 4 7

内 男

子 合

格者

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 1 4 7
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７．進路状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



68 

令和４年度 倉敷市立短期大学 卒業者の進路状況報告

 令和５年３月３１日現在 

１ 就職状況一覧表

保育学科 服飾美術 

学科

専攻科保育臨

床専攻

専攻科服飾

美術専攻

  合    計

卒 業 予 定 者 数 51 名 (1) 45 名 (6) 9 名 (0) 9 名 (1) 114 名 (8)

就 職 希 望 者 数 42 名 (1) 27 名 (4) 9 名 (0) 8 名 (1) 86 名 (6)

就職希望無･未定･そ

の他

0 名 (0) 4 名 (0) 0 名 (0) 1 名 (0) 5 名 (0)

就 職 内 定 者 数 42 名 (1) 25 名 (4) 9 名 (0) 8 名 (1) 84 名 (6)

就 職 内 定 率 100.0 ％ 92.6 ％ 100.0 ％ 100.0 ％ 97.7 ％

進 学 希 望 者 数 9 名 (0) 14 名 (2) 0 名 (0) 0 名 (0) 23 名 (2)

進 学 決 定 者 数 9 名 (0) 14 名 (2) 0 名 (0) 0 名 (0) 23 名 (2)

※（ ）＝内 男性

２ 就職地域

保  育  学

科

服 飾 美 術 学

科

専攻科保育臨床専

攻

専攻科服飾美術専

攻

合    計

倉 敷 市 内 21 名 (1) 5 名 (0) 1 名 (0) 3 名 (0) 30 名 (1)

岡山県内（倉敷市外） 5 名 (0) 8 名 (2) 0 名 (0) 3 名 (0) 16 名 (2)

岡 山 県 外 16 名 (0) 12 名 (2) 8 名 (0) 2 名 (1) 38 名 (3)

合        計 42 名 (1) 25 名 (4) 9 名 (0) 8 名 (1) 84 名 (6)

※（ ）＝内 男性

３ 就職先一覧

①保育学科（４２／４２名）

公務員

(1 名)
倉敷市

私立 幼稚園

(1 名)
(学)樟学園くすのき幼稚園【廿日市市】

私立 保育所

(22 名)

(福)若竹の園③・(福)ひまわり乳児保育園・(福)中野社会福祉協会・

(福)中島保育園・(有)つぼみ保育園・(福)帯江保育園・(福)羽島保育

園・(福)倉敷福祉事業会・(株)SID 創研 ESG 倉敷こども園・(福)きっしょ

う会かめやま保育園・(福)くすの木福祉会中山保育園【倉敷市】／(福) 

つばな保育園【大阪市】／(福)寿保育会あゆみ保育園【米子市】／(福)
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ひまわり福祉会【出雲市】／(学)阪急学園きりん園【西宮市】／(福)深

柢保育園【岡山市】／(学)あおやま保育園

【香川県宇多津町】／(福)あいの保育園【高知県いの町】／(福)「ゼノ」

少年牧場【福山市】／

(福)深坂保育園【福岡県中間市】

私立 認定こども園等

(11 名)

（福）かがやき認定こども園・(福)遍照会認定こども園②・(福)西田認

定こども園・(福)しおかぜ認定こども園【倉敷市】／ドルフィン・メイ

トこども園中山下【岡山市】／(学)金光学園こども園【浅口市】／(学)

八幡学園認定こども園【宇和島市】／(福)岡北福祉会岡山市認定こども

園・(福)白ゆり会認定こども園白ゆり【岡山市】／(福)本郷こども園

【福井県おおい町】

公立 [保育所・幼稚園及び

認定こども園等の嘱託・臨

時・講師]

(1 名)

福山市

施設          

(4 名)

(福)恵聖会玉島学園【倉敷市】／(福)コイノニア協会あすなろ学園【今

治市】／(福)創文会ハートピア出雲【出雲市】／児童発達支援放課後等

デイサービス OHANA【福山市】

企業・その他

(2 名)
Café Vege【倉敷市】／KAKAVAKA R（カカヴァカ）【高松市】

②服飾美術学科（２５／２７名） 

公務員 
(1 名) 

和歌山県立紀南図書館【和歌山県】 

服飾関連企業 

(8 名) 

明石被服興業(株)・児島(株)【倉敷市】／ビジュピコ岡山店【岡山市】

／(株)オンワード樫山 

【岡山県内】／(株)インターナカツ（ジーンズファクトリー）【岡山市】

／(株)マツオカコーポレーション・(株)サンエス【福山市】／(株)パル

【大阪市】 

その他の企業 

(16 名) 

水島信用金庫・カーブス真備ニシナ・L.PROJECT(株)【倉敷市】／(株)ミュ

ゼプラチナム【岡山 

県内】／日研トータルソーシング(株)・(株)シップス・(株)ドン・キホ

ーテ【東京都】／植田板金店・(株)メルトゲートウェイ・refine 岡山・

moco nail【岡山市】／(株)FIVE.Holdings【岡崎市】／ 

(株)ワールドコーポレーション【大阪府】／東京靴(株)シューズ愛ラン

ド【未定】／(株)クリア 

【未定】／(株)ボディワークホールディングス【京都市】 

企業以外  
(0 名) 
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③専攻科保育臨床専攻（９／９名） 

公務員             

(4 名) 
高松市／三豊市②／西条市 

私立 幼稚園 

(0 名) 

 

私立 保育所     

(3 名) 

(福)弘恵保育園【倉敷市】／(福)福角会【松山市】／小規模保育事業

MIRAio【横浜市】 

私立 認定こども園等 

(1 名) 
(福)カナン十河こども園【高松市】 

公立 [保育所及び幼稚園の

嘱託・臨時・講師・児童指

導 

(1 名) 

丸亀市 

施設  

(0 名) 

企業・その他       

(0 名) 

④専攻科服飾美術専攻（ ８／８名） 

公務員  
(0 名) 

服飾関連企業 
(1 名) (株)アイムス【倉敷市】 

その他の企業 

(6 名) 

水島信用金庫・フラワーショッププチ【倉敷市】／メガネトップ【岡山

市】／(株)化繊ノズル製作所【井原市】／セントラルデザイン(株)【名古

屋市】／ヘピヒピ【福岡県】 

企業以外  
(1 名) 

公益財団法人岡山県産業振興財団【岡山市】 
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４ 進学先一覧 

①保育学科（９／９名） 

（9 名） 倉敷市立短期大学⑦【倉敷市】／香川大学②【高松市】 

 

②服飾美術学科（１４／１４名） 

             （14 名） 
倉敷市立短期大学⑪【倉敷市】／文化学園大学服装学部・杉野服飾大学【東

京都】／嵯峨美術大学【京都市】 

 

③専攻科保育臨床専攻（０／０名） 

        （0 名）  

 

④専攻科服飾美術専攻（０／０名） 

        （0 名）        
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８．教育施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



74 

１ 校地面積 14，176 ㎡ 

２ 講義室等 

 ① 建物関係 

施設名 構  造 延床面積(㎡) 備   考 

本 館 鉄筋コンクリート 2,852 ㎡ 
学長室、教員研究室、事務局、大小会議室、 

就職相談室、情報処理教室、講義室、図書館等 

１号館 鉄筋コンクリート 4,843 ㎡ 
教員研究室、学生ホール 200 席、演習室、実習

室、CAD・CG 実習室、人工気候室、エレベーター等 

２号館 鉄筋コンクリート 1,551 ㎡ 教員研究室、保健室、音楽教室、図画工作室等 

３号館 鉄筋コンクリート      398 ㎡ 専攻科室（講義室）、実習室、和室 

小 計   9,644 ㎡   

体育館 鉄筋コンクリート 1,846 ㎡ バレーボール 2 面、バスケットボール 2 面 

計 
  

11,490 ㎡ 
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 ② 講義室等関係 

 

講義室 

収容人数 14 人 50 人 55 人 150 人 

室数 2 3 1 1 （大講義室） 

 

実習室等 

保  育  学  科 

1 室 小児保健実習室 

1 室 小児栄養実習室 

1 室 音楽教室 

1 室 親子交流広場 

1 室 会議室兼演習室 

1 室 図画工作教室 

1 室 ピアノ練習教室 

1 室 ML 教室 

服 飾 美 術 学 科 

1 室 CAD・CG 実習室 

1 室 服飾美術展示室 

1 室 人間工学実験実習室 

1 室 恒温恒湿室 

1 室 人工気候室 

1 室 染色実験実習室 

1 室 被服材料実験実習室 

2 室 服飾造形実習室 

1 室 ビジュアルデザイン実習室 

2 室 実習室 

2 室 織物実習室 

1 室 デザイン実習室 

1 室 デッサン室 

共  通  教  室 
1 室 LL 教室 

2 室 情報処理室 

付  属  図  書  館 1 室 閲覧コーナーなど（蔵書 約 93、000 冊） 
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９．令和４年度カリキュラム 
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カリキュラム 

 

本学の目的は、「倉敷市立短期大学学則」第１条により、「教育基本法」（平成 18 年法律第 120

号）及び学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）の定めるところに従って、保育及び服飾美術に関

する専門的な理論と実際的な技能の教授及び研究を行うことにより、教養豊かな社会人を育成す

ることである。 

 

 

１ 保育学科 

 

 保育学科では、一人一人の学生の主体性と個性を尊重した少人数体制における指導・援助の下、

保育者としての資質及び保育に関する専門的知識・技能並びにそれらを適切かつ創造的に活用で

きる保育実践力を修得し、卒業後においても学び続ける意欲をもった保育者の養成を目的として

いる。また、保育学科が目指す保育者像として「保育スペシャリストとしての創造的実践力」「あ

たたかい献身の心と責任感」を土台に、①主体的問題発見・解決能力、②専門的な保育臨床スキ

ル、③専門職としての高い倫理観といった 3 つの柱を掲げている。 

 保育学科の教育課程は、保育者養成課程の基準である児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）及

び児童福祉法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 11 号）に規定する修業科目に則して、また、幼稚

園教諭二種免許状取得のための基準である教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号）及び教育

職員免許法施行規則（昭和 29 年文部省令第 26 号）に規定する修業科目に則して構成されている。 

 保育学科の卒業所要単位は、75 単位以上である。うち基礎科目が 10 単位以上、８区分に分類

された専門科目（保育原理・保育内容の研究・保育実習など）の 65 単位以上の修得が求められ

る。卒業要件を満たし、かつ保育士登録を行うことによって保育士資格を取得することができる

とともに、選択によって幼稚園教諭二種免許状、社会福祉主事（任用）資格の取得ができる。授

与される学位は、短期大学士（教育学）である。 

 保育学科では、学生のニーズと社会からの要請に対応するため、各科目において、地域と連携

しながら授業展開を行っている。保育者養成という保育学科の基本姿勢に照らして、保育・教育

実習では、倉敷市内の保育所・幼稚園において実習を行っている他、保育現場で活用できる実践

力を向上させるために、あるいは実習だけでは補えない実践力を育むために、各科目で工夫の上、

授業が行われている。「総合演習」では、地域貢献として「倉敷市立短期大学 こどもの森」と称

し、一般の方々に学修成果を公開し、人材育成のみならず、大学資源の還元も視野に入れた取組

を行っている。 

 

２ 服飾美術学科 

 

 服飾美術学科は、ファッション・情報地域ビジネス・デザインアートといった 3 つの基礎教育

をもとに、地域社会における職業人の育成の実現をめざし、2 年間のカリキュラムを 1 年次と 2

年次において構成している。1 年次では 3 つの基礎教育を多角的な視点から考察する。豊富な演

習・実習と講義を通じて、必要不可欠な基礎的な知識・技術を習得している。個々人の適性を伸

ばすトレーニングを膨らませ、本人が目標とする進路へ対応可能なスキルを磨いていく。2 年次

では、専門領域の研究を通じて洞察力と創造力を養う。それぞれの専門領域から所属する研究室
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（ゼミ）を選び、卒業研究（作品制作、論文作成）に取り組む。自分自身でしっかり物事を捉え

考えられるように、教員と仲間とのコミュニケーションを繰り返しながら研究を深めていく。 

 服飾美術学科の卒業所要単位は、62 単位以上である。うち基礎科目が 10 単位以上、４区分に

分類された専門科目の 52 単位以上の修得が求められる。また、上述の教育目的をふまえて、現場

で活用できる実践力を養えるよう、アパレル企業実習など地域産業とも連携している。授与され

る学位は短期大学士（服飾美術学）である。 

 服飾美術学科では、教育目的及び教育目標に照らして、それぞれの分野に必要な授業科目が配

置されており、実践的な知識や技術の養成を目的とし、理論的思考や技術力の向上を目指してい

る。１年次前期より専門科目を履修することにより、専門分野に対する意識を早々に芽生えさせ

ることができる。卒業研究については、１年次前期にゼミ訪問を行い、１年次後期から卒業研究

の前段階科目「課題研究」履修によって卒業研究に対する意識向上を図っている。また、学生の

ニーズや社会からの要請を踏まえ、地域企業との連携を図りながら、取り組んでいることも学科

の特徴である。教員の有する専門性と授業内容の相関は強く、各教員の研究成果が授業内容に反

映されている。補充教育については、必要に応じ各科目で行われており、授業時間外にも適宜教

員が指導時間を設け各学生に対応している。また、２年に１回海外研修の機会を設けており、希

望者のみの参加ではあるが、ファッションや芸術についての研修を約 10 日間の日程で実施して

いる。さらに専門的な職場の体験を得るため、「インターンシップ」を設置し単位認定をしている。 

 

３ 専攻科 

 

 専攻科保育臨床専攻は、保育学科におけるカリキュラム内容を習得し、保育士資格または幼稚

園教諭普通二種免許状を取得したものを入学させ、より高度な臨床的・実践的な知識・技能を有

する「子育て支援の専門家」の育成を目的とした課程である。 

専攻科服飾美術専攻は、服飾美術学科におけるカリキュラム内容の修得を基礎として、さらに

高度な専門知識や技術を修め、社会構造の変化に即応した実践力の育成を図る課程である。 

 したがって、保育臨床専攻、服飾美術専攻のカリキュラムは学科において修めた知識や技術を

さらに深めることを前提に設置されている。短期大学教育において築いた知識や技術をさらに深

めることを目指したカリキュラムの編成を行っている。 

 両専攻のカリキュラムとも、大学改革支援・学位授与機構から認定を受けており、本科と専攻

科との教育課程上での関連については、既に認められている。 

 

（１）保育臨床専攻 

 保育臨床専攻は、短期大学等での幼児教育・保育に関する学修を基礎に、少人数体制における

指導・援助の下、保育者としての資質及び保育・子育て支援に関するより高度な専門知識・技能

並びにそれらを適切かつ創造的に活用できる保育臨床的実践力を修得し、修了後においても学び

続ける意欲をもった子育て支援の専門家の育成を目的としている。教育方針としては（1）「子育

て支援」の臨床的・実践的な力量を高める、とりわけ障がい児の「子育て支援」に関する専門家

としての力量を高めることに力点を置く。（2）教育・指導の方法・形態上の方針として、少人数

制であることをいかし、一人一人の学生の興味・関心・能力に応じた、きめこまやかな教育・指

導を行う。（3）臨床的・実践的な知識・技術の習得のみならず、その実践を主体的に理論化する

能力の育成にも力を注ぐ。以上の目的・教育方針に沿って、授業科目が配置されている。 

保育臨床専攻においては、「子育て支援の専門家」を育成するという目的に従って、子育て支援
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機関における学外実習・演習を設けており、社会からの要請が高い人材の養成に努めている。実

習以外の授業においても、科目領域の専門性を踏まえ、学生の専門性の向上のみならず、学修成

果の地域還元にもつながる取組みが展開されている。 

 保育臨床専攻の授業科目の総単位数は、専門教育科目（76 単位）と関連科目（11 単位）を合わ

せて 87 単位である。修了所要単位は、専門科目 40 単位以上、関連科目４単位以上で、開設され

ている。また、専門教育科目の各領域においては、1 つ以上の科目が必修となっており、各専門

領域における基幹的な知識や技術を網羅的に習得することとしている。個々の授業においては、

実際の映像等の視聴覚教材を利用して学生の学習を促す授業も行われている。入学定員は各専攻

10 名であるため、いずれの授業も少人数で行われる。少人数制の授業であることから、学生と教

員とがより密接なコミュニケーションを行うことができ、学生の疑問やニーズにこたえやすい体

制となっている。 

 特別研究Ⅰ・Ⅱでは、学生が、教員の専門的指導に基づき、修了論文作成に取り組むことが必

修となる。本専攻科は、特例適用認定専攻科として大学評価・学位授与機構審査から認められて

いるので、特別研究Ⅱの単位認定と修了のための必要単位数取得をもって、学士（教育学）が取

得できる。加えて、幼稚園教諭一種免許状も取得できる。 

 

（２）服飾美術専攻 

 専攻科服飾術専攻は、社会構造の変化に即応し、生活者と生活者、あるいは生活者と地域社会

といった「関係性を創造するデザイン力」を重要な柱とした教育を行っている。地域社会に貢献

できる人材育成の実現をめざしたカリキュラムを構成している。2 年間の学修のまとめとして特

別研究（学士論文と作品）に取り組み、その成果を他者にわかりやすく伝えることができるよう

に指導する。 

服飾美術専攻の授業科目は、関連科目・専門科目での専門的な修学と各分野による特別研究の

修学で構成されている。専門科目の区分としては総論、服飾、特別研究が開設されており、関連

科目の区分としては自然科学、美学、情報、教育学、社会学が開設されている。特別研究は講義・

演習・実習・実験等で学んだ知識・技術を応用して、各自のテーマについて研究および課題制作

に取り組む体制をとっている。また、大学評価・学位授与機構の審査を通過すれば、学士（家政

学）が取得できる。 

 服飾美術専攻は教育の目的に基づき、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組合せ・バラン

スを定めており、それぞれの教科の教育内容に応じた学習指導法を目指している。服飾美術専攻

における修了所要単位数は合計 62 単位で、そのうち専門科目 40 単位以上、関連科目４単位以上

を取得しなければならない。 

 残り 18 単位以上は専門科目・関連科目からいずれかを選択・取得することと規定している。専

門科目は総論区分６単位以上、服飾区分講義 18 単位以上、演習・実験・実習６単位以上の 40 単

位以上と規定し、学力向上や、即戦力およびバランスの取れた人材育成を目指している。 

 入学定員は、「倉敷市立短期大学学則」第 42 条において服飾美術専攻５名とし、少人数の一層

専門化された指導体制が組まれている。専門科目および関連科目にはマルチ・メディアを駆使し

た講義、少人数の長所を生かしたきめ細かい指導による授業が展開されている。 

 服飾美術専攻における「特別研究」では、それぞれの分野に所属し、少人数制の指導を行って

いる。特別研究（１－２年次通年）では、指導教員と学生の１対１による体系的指導を行い、学

生の専門性や関心分野によって一層専門性の高い指導法が採られている。修了論文執筆において

は、学生の自発的な研究意欲を重視した対話型の学習指導法を実施することによって研究成果を
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高めており、毎年度末に学内で行われている修了研究発表会と倉敷市立美術館における修了制作

展を通じて勉学の成果を発表し、高度の専門性を促すと同時に客観化を図っている。 

また学外演習として企業との共同研究、学外での作品による展覧会企画、ものづくりを通じた

地域交流など、アパレルに特化した専門教育だけではなく、生活者と生活者、あるいは生活者と

地域社会といった「関係性を創造するデザイン力」を重視したカリキュラムを行っている。また、

服飾美術学科での授業の一環として行なわれる海外研修旅行の自主的な参加も可能であり、多角

的な学習ができる体制をとっている。 
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必修 選択 前期 後期 前期 後期 保資 幼免
文学 講義 2 ○ 栗原
国語表現 講義 2 ○ 海本
日本国憲法 講義 2 ○ ● 矢吹
生命科学 講義 2 ○ 高橋
数学 講義 2 ○ 大原
心理学 講義 2 ○ 澤田
経済学入門 講義 2 ○ 唐澤
経営学入門 講義 2 ○ 岩﨑
キャリアデザイン 講義 2 ○ 佐藤(由)

情 情報機器の操作Ⅰ 演習 1 ○ ● 大原
報 情報機器の操作Ⅱ 演習 1 ○ ● 大原

英語Ⅰ（コミュニケーション） 演習 1 ○ ● ● 栗原
英語Ⅱ（コミュニケーション） 演習 1 ○ ● ● 栗原
英語Ⅲ 講義 2 ○ 栗原
英語Ⅳ 講義 2 ○ 栗原

保健 健康科学概論（1/4） 講義 1 ● ● 及川
体育 スポーツ（3/4） 実技 1 ● ● 及川

10 8 2

必修 選択 前期 後期 前期 後期 保資 幼免
保育原理 講義 2 ○ ● 小久保
教育原理 講義 2 ○ ● ● 小久保
子ども家庭福祉 講義 2 ○ ● 宮﨑
社会福祉 講義 2 ○ ● 宮﨑
子ども家庭支援論 講義 2 ○ ● 宮﨑
社会的養護Ⅰ 講義 2 ○ ● 宮﨑
保育者論 講義 2 ○ ● ● 小久保
教育の制度と社会 講義 2 ○ ● ● 小久保
発達心理学Ⅰ 講義 2 ○ ● ● 長櫓
発達心理学Ⅱ 講義 2 ○ ● 長櫓・平岡
幼児理解の理論と方法　(注1) 演習 2 ○ ● ● 長櫓
子どもの保健 講義 2 ○ ● 平岡
子どもの食と栄養 演習 2 ● 小野
特別支援教育 講義 2 ○ ● 眞次
教育相談 講義 2 ○ ● ● 長櫓
幼児教育課程論 講義 2 ○ ● ● 木戸
保育方法技術論 講義 2 ○ ● 瀧澤
保育内容総論 演習 1 ○ ● ● 馬場
健康の指導法 演習 1 ○ ● ● 及川
人間関係の指導法 演習 1 ○ ● ● 木戸
環境の指導法 演習 1 ○ ● ● 大江
言葉の指導法 演習 1 ○ ● ● 浅野
表現の指導法 演習 1 ○ ● ● 金山・及川・別府
音楽表現の指導法 演習 1 ○ ● 別府
造形表現の指導法 演習 1 ○ ● 金山
身体表現の指導法 演習 1 ○ ● 若林
劇表現の指導法 演習 1 ○ ● 浅野
幼児と健康　(注1) 演習 1 ○ ● ● 及川・平岡
幼児と人間関係　(注1) 演習 1 ○ ● ● 木戸
幼児と環境　(注1) 演習 1 ○ ● ● 大江
幼児と言葉　(注1) 演習 1 ○ ● ● 浅野
幼児と表現 演習 2 ● ● 金山・浅野・三川・及川
幼児と器楽表現Ⅰ 演習 2 ● 別府・非常勤
幼児と器楽表現Ⅱ 演習 2 ● 別府・非常勤
幼児と歌唱表現Ⅰ 演習 1 ○ ● 三川
幼児と歌唱表現Ⅱ 演習 1 ○ ● 三川
幼児と造形表現 演習 1 ○ ● 金山
幼児と身体表現 演習 1 ○ ● 若林
児童文化学 演習 2 ● ● 浅野
乳児保育Ⅰ 講義 2 ○ ● 平岡
乳児保育Ⅱ 演習 1 ○ ● 小川
子どもの健康と安全 演習 1 ● 平岡
障がい児保育 演習 2 ● 眞次
社会的養護Ⅱ 演習 1 ○ ● 宮﨑
子育て支援 演習 1 ○ ● 眞次
保育実習Ⅰ(1) 実習 2 ○ ● 木戸・大江 保育所
保育実習Ⅰ(2) 実習 2 ○ ● 宮﨑・長櫓 施　設
保育実習Ⅱ 実習 2 ○ ● 木戸・大江 保育所
保育実習Ⅲ 実習 2 ○ ● 宮﨑 施　設
保育実習法Ⅰ 演習 2 ● 木戸・宮﨑・長櫓
保育実習法Ⅱ　(注1) 演習 1 ○ ● 木戸・脇本
保育実習法Ⅲ　(注1) 演習 1 ○ ● 宮﨑・長櫓
教育実習　 実習 4 ● 小久保・及川 幼稚園
教育実習法 演習 1 ○ ● 小久保

総合 保育・教職実践演習 演習 2 ● ● 及川・小久保・木戸・長櫓

演習 総合演習 演習 2 保育学科全教員
65 61 4
75 69 6

⊂⊃
⊂⊃

卒業所要単位数　(専門科目)
卒業所要単位数　(合計)

学則第16条に基づき，（注1）の演習科目は15時間の授業をもって1単位とする。

⊂⊃

２年次 資格取得関連科目

⊂⊃
⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃
⊂⊃
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目
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・
方
法
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系列 区分 授　　業　　科　　目 種別
単位数 １年次

実

習

⊂⊃

基
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科
　
　
　
目

一

般

教

育

外

国

語

⊂⊃ 開講時期は
シラバス参照⊂⊃

卒業所要単位数　(基礎科目)

保育学科教育計画表
令和４年度入学生用

系列 区分 授　　業　　科　　目 種別
学則単位数 １年次 ２年次 資格取得関連科目

担当教員 備　考
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必修 選択 前期 後期 前期 後期
講義 2 ○ ○ 栗原
講義 2 ○  ○ 海本
講義 2 ○ ○ 矢吹
講義 2 ○ ○ 秋川
講義 2 ○ ○ 高橋（和）
講義 2  ○ 大原
講義 2 ○ ○ 澤田
講義 2 ○ 佐藤（由）
演習 ○ 大原
演習 ○ 大原
演習 ○ 栗原
演習 ○ 栗原
講義 2 ○ 栗原
講義 2 ○ 栗原
演習 1 ○ ○ 石井
講義 2 ○ ○ 石井
講義 1 ⊂ ⊃ 及川
実技 1 ⊂ ⊃ 及川
10 2 8

必修 選択 前期 後期 前期 後期
講義 2 ○ 服飾美術学科全教員

講義 2 ○
榊原・児島・大川・高杉・
前田・大原・岩﨑・唐澤

講義 2 ○ 宇野 隔年開講（令和4年度開講）集中
講義 2 ○ 乾
実習 1 ○ 乾・武永
実習 1 ○ 乾・武永
実習 1 ○ 武永
実習 1 ○ 乾
演習 1 ○ 乾・武永
演習 1 ○ 乾
講義 2 ○ 武永
演習 1 ○ 武永
実習 1 ○ 高橋（敏）
講義 2 ○ 佐藤（希）
実験 1 ○ 佐藤（希）・道明
講義 2 ○ 古濱
講義 2 ○ 道明
実験 1 ○ 道明
講義 2 ○ 道明
実験 1 ○ 道明
講義 2 ○ 佐藤（希）
実験 1 ○ 佐藤（希）
講義 2 ○ 佐藤（希）
講義 2 ○ 未定
講義 2 ○ 柳原 隔年開講（令和4年度開講）
講義 2 ○ 岩﨑・大原・唐澤
講義 2 ○ 唐澤
講義 2 ○ 岩﨑
講義 2 ○ 高橋（正）
講義 2 ○ 増子
講義 2 ○ 岩﨑
講義 2 ○ 岩﨑
講義 2 ○ 岩﨑
講義 2 ○ 岩﨑
演習 1 ○ 岩﨑
講義 2 ○ 唐澤
講義 2 ○ 唐澤
講義 2 ○ 唐澤
講義 2 ○ 唐澤
講義 2 ○ 趙
演習 1 ○ 趙
演習 1 ○ 趙
演習 1 ○ 趙
演習 1 ○ 趙
講義 2 ○ 趙
演習 1 ○ 田中
演習 1 ○ 田中
演習 1 ○ 竹島
講義 2 ○ 上村
演習 1 ○ 上村
演習 1 ○ 上村

講義 2 ○
青島・伊藤・片山・川上・
佐藤（麻）・竹島・上村・田中

講義 2 ○ 柳沢 隔年開講（令和５年度開講）
講義 2 ○ 高橋（俊）
演習 1 ○ 田中
演習 1 ○ 田中
演習 1  ○ 田中
演習 1 ○ ウォルトン
実習 1 ○ 竹島
実習 1 ○ 小寺
実習 1 ○ 佐藤（豪）
演習 1 ○ 野村
実習 1 ○ 野村
演習 1 ○ 松内
演習 1 ○ 松内
演習 1 ○ 松内
演習 1 ○ 松内
演習 1 ○ 松内
実習 1 ○ 服飾美術学科全教員 集中
実習 1 ○ 服飾美術学科全教員 集中
演習 1 ○ 服飾美術学科全教員
演習 2 ⊂ ⊃ 服飾美術学科全教員
52 5 47
62 7 55

《基礎科目の履修方法》

　・服飾美術学科の基礎科目は，情報処理演
習，英語を含む１０単位以上を履修のこと。
　・情報処理演習Ⅰ，情報処理演習Ⅱのいず
れかを１単位以上修得。
　・英語Ⅰ（コミュニケーション），英語Ⅱ（コ
ミュニケーション）のいずれかを１単位以上修
得。

表現演習
店舗空間演出演習
ディスプレイデザイン演習
基礎デザイン

ビジュアルデザインⅠ
ビジュアルデザインⅡ
ビジュアルデザインⅢ
ビジュアルデザインⅣ
基礎デッサン

　　卒業所要単位数　(専門科目）
　　卒業所要単位数　(合計）

空間デザイン演習

共通
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

課題研究
卒業研究

専

門

科

目

総論

人体デッサン

デザイン・アート論

美術史
カラーコーディネート論
染織Ⅰ
染織Ⅱ
染色

テキスタイルデザインⅠ
テキスタイルデザインⅡ
CG基礎演習
クリエイション論
クリエイション演習
ﾗｲﾌｽﾀｲﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ演習

地域産業論
まちづくり論
経済政策論

デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー

ト

現代アート&デザイン史
アート造形技法演習Ⅰ
アート造形技法演習Ⅱ
モードデッサンⅠ
モードデッサンⅡ
現代芸術造形論

マーケティング論
消費者行動論
ファッションビジネス
マーケティング戦略論
消費者調査法
基礎経済学

服飾人間環境学実験
服飾人間工学
ファッション企画論
身体科学論

情
報
・
地
域
・
ビ
ジ
ネ
ス

ビジネス基礎
経済学入門
経営学入門
法学入門
簿記論

染色加工学
服飾繊維学
服飾繊維学実験
服飾材料学
服飾材料学実験
服飾人間環境学

ﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ(CAD)Ⅱ
デニム学
デニム学演習
手工芸
服飾管理学
服飾管理学実験

生活デザイン総論

アパレル総論

フ
ァ
ッ

シ
ョ

ン

服飾文化史
服飾造形論
服飾造形実習Ⅰ
服飾造形実習Ⅱ
服飾造形実習Ⅲ
服飾造形実習Ⅳ
ﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ(CAD)Ⅰ

種別 学則単位 １年次 ２年次 担 当 教 員 備  考

保健
体育

健康科学概論（１／４）
スポーツ（３／４）
卒業所要単位数（基礎科目）

系列 区分 授 業 科 目

外

国

語

英語Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 1
英語Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 1
英語Ⅲ
英語Ⅳ
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

情報
情報処理演習Ⅰ 1
情報処理演習Ⅱ 1

一

般

教

育

備    考

基

礎

科

目

文学
国語表現
日本国憲法
教育学
生命科学
数学
心理学
キャリアデザイン

服飾美術学科教育計画表
令和４年度入学生用

系列 区分 授 業 科 目 種別
学則単位 １年次 ２年次

担 当 教 員
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必修 選択 前期 後期 前期 後期

情報処理論 講義 2 ○ 大原・唐澤

国語表現法演習 演習 1 ○ 海本

スポーツ１ 実技 1 ○ 及川

スポーツ２ 実技 1 ○ 及川

生活福祉論 講義 2 ○ 宮﨑

造形表現論 講義 2 ○ 松内 隔年開講(R4年度)

立体制作論 講義 2 ○ 松内

関　連　科　目　計 1 10

修了所要(関連科目)単位数 1 3～10

幼児の音楽遊び演習Ⅰ 演習 1 ○ ● 三川 隔年開講(R4年度)

幼児の音楽遊び演習Ⅱ 演習 1 ○ 三川 隔年開講(R4年度)

幼児の造形遊び演習 演習 1 ○ ● 金山 隔年開講(R4年度)

幼児の身体・運動遊び演習 演習 1 ○ ● 及川 隔年開講(R5年度)

幼児の劇遊び演習 演習 1 ○ 浅野 隔年開講(R5年度)

音楽指導法特別演習Ⅰ 演習 2 ● 別府

音楽指導法特別演習Ⅱ 演習 1 ○ 別府

造形指導法特別演習Ⅰ 演習 1 ○ ● 金山

造形指導法特別演習Ⅱ 演習 1 ○ ● 金山

身体・運動指導法特別演習 演習 2 ● 及川 隔年開講(R4年度)

劇指導法特別演習 演習 1 ○ 浅野 隔年開講(R5年度)

教育の思想と歴史 講義 2 ○ ○ 小久保

比較教育特論 講義 2 ○ ○ 小久保

特別支援教育特論 講義 2 ○ ○ 眞次

子どもの人権教育論 講義 2 ○ ◎ 小久保

発達心理学特論 講義 2 ○ ◎ 長櫓

教育相談特論 講義 2 ○ ◎ 長櫓

保育・教育臨床心理学実践特論 講義 2 ○ ◎ 長櫓

児童文化学特論 講義 2 ○ ◎ 浅野

幼稚園体験活動　(注1) 演習 4 ◎ 及川 集中

幼児の国際理解演習 演習 1 ○ 栗原

専門英語文献講読 演習 2 栗原

児童福祉特論 講義 2 ○ 宮﨑 隔年開講(R4年度)

乳児保育特論 講義 2 ○ 平岡

小児の看護と保育 講義 2 ○ 平岡 隔年開講(R5年度)

親子支援演習 演習 2 木戸

子どもの音楽療法 講義 2 ○ 三川

障がい児保育特論 講義 2 ○ 眞次

子育て支援特論 講義 2 ○ 眞次

子育て支援実習 実習 2 眞次

特別研究Ⅰ 演習 4 保育学科全教員

特別研究Ⅱ 演習 4 保育学科全教員

39 21

39 1～21

62 40 22

　学則第16条に基づき，（注1）の演習科目は15時間の授業をもって1単位とする。

修了所要単位数は合計62単位(合計)

　修了所要単位数は合計62単位で，そのうち専門科目40単位以上，関連科目4単位以上を取得しなければならない。

　●領域及び保育内容の指導法に関する科目　○教育の基礎理解に関する科目　◎大学が独自に設定する科目

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

関
連
科
目

専
門
科
目

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関

す
る
科
目

⊂⊃

⊂⊃

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

専　門　科　目　計

修了所要(専門科目)単位数

保育臨床専攻教育計画表
令和４年度入学生用

授業
形態

学則単位数 １年次 ２年次 幼免
１種

担当
教員

備　　考
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必修 選択 前期 後期 前期 後期
自然科学 講義 2 ○ 古濱 隔年開講R4

講義 2 ○ 小田 隔年開講R５　集中

講義 2 ○ 佐々木 隔年開講R５　集中

講義 2 ○ 片山 隔年開講R4　集中

演習 1 ○ ウォルトン

演習 1 ○ 野村

演習 1 ○ 野村

講義 2 ○ 松内

講義 2 ○ 松内 隔年開講R4

演習 1 ○ 松内

情報 講義 2 ○ ○ 大原・唐澤

教育学 演習 1 ○ ○ 海本

19

4～19

必修 選択 前期 後期 前期 後期

講義 2 ○ 上村 隔年開講R5

講義 2 ○ 宮﨑

講義 2 ○ 乾 隔年開講R5

実習 1 ○ 武永

実習 1 ○ 乾

実習 1 ○ 武永

講義 2 ○ 高橋（敏） 隔年開講R5

演習 1 ○ 高橋（敏） 隔年開講R4

講義 2 ○ 乾 隔年開講R4

講義 2 ○ 佐藤 隔年開講R4

講義 2 ○ 佐藤 隔年開講R5

実験 1 ○ 佐藤

実験 1 ○ 道明 隔年開講R4

講義 2 ○ 道明 隔年開講R5

講義 2 ○ 唐澤 隔年開講R5

講義 2 ○ 唐澤 隔年開講R5

講義 2 ○ 唐澤 隔年開講R4

講義 2 ○ 岩﨑 隔年開講R5

講義 2 ○ 岩﨑

講義 2 ○ 岩﨑 隔年開講R4

講義 2 ○ 岩﨑 隔年開講R4

講義 2 ○ 趙 隔年開講R5

講義 2 ○ 趙 隔年開講R4

演習 1 ○ 趙

演習 1 ○ 趙

講義 2 ○ 田中 隔年開講R4

演習 1 ○ 田中

演習 1 ○ 田中

演習 1 ○ 田中

実習 1 ○ 田中

講義 2 ○ 上村 隔年開講R5

講義 2 ○ 上村 隔年開講R4

演習 1 ○ 上村

演習 1 ○ 上村

実習 1 ○ 服飾美術学科全教員 集中

実習 1 ○ 服飾美術学科全教員 集中

実習 8 服飾美術学科全教員

12 56

12 31～46

62 12 50

修了所要単位数は合計62単位で，そのうち専門科目40単位以上，関連科目4単位以上を取得しなければならない。

残り18単位以上は専門科目・関連科目のいずれかより取得すればよい。
専門科目は，以下イ～ハの条件すべてを満たし、「特別研究」を含む合計40単位以上を取得しなければならない。
  イ. 必修科目「生活文化環境論」を含む「総論」区分 6単位以上を取得していること

    ロ. 「ファッション」「情報・地域・ビジネス」「デザイン・アート」「共通」区分の 講義18単位以上を取得していること

    ハ. 「ファッション」「情報・地域・ビジネス」「デザイン・アート」「共通」区分の演習・実験･実習6単位以上を取得していること

      　（上記ハ.記載の「演習・実験･実習６単位」に「特別研究」取得単位を算入することはできない）

⊂⊃

デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー

ト

アート&メディア論

ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅰ

ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅱ

特別研究

専門科目　計

産業研修Ⅰ

産業研修Ⅱ

修了所要（専門科目）単位数

修了所要単位数（合計）

染色実習

衣服論

ライフプロダクト論

ライフプロダクト演習Ⅰ

専

門

科

目

総

論

生活文化環境論

共
通

ブランド論

ライフプロダクト演習Ⅱ

アパレル経営論

デザインマネジメント

アート演習Ⅰ

アート演習Ⅱ

テキスタイルデザイン論

服飾美術学科全教員

生活情報論

生活福祉論

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

パターンメーキング論

服飾造形実技Ⅰ

服飾造形実技Ⅱ

服飾造形実技Ⅲ

被服生理学実験

アパレル材料科学実験

講義 4

マーケティングコミュニケーション論

工芸染織

アパレルコンピュータ論
情
報
・
地
域
・
ビ
ジ
ネ
ス

繊維・ファッション産業論

地域経済論

地域活性化論

流通論

　　⊂

手工芸演習

被服心理学

被服衛生学

被服生理学

種別
学則単位 １年次

手工芸論

⊃　

２年次
担 当 教 員 備    考

国語表現法演習

関連科目　計

修了所要（関連科目）単位数

系列 区分 授 業 科 目

立体制作論

造形表現論

造形表現

情報処理論

備    考

関

連

科

目

品質管理

美
　
　
学

色彩学

ビジュアルアート論

ビジュアルデザイン論

ビジュアルデザイン演習

ドローイングⅠ

ドローイングⅡ

服飾美術専攻教育計画表
令和４年度入学生用

　 区分 授 業 科 目 種別
学則単位 １年次 ２年次

担 当 教 員
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１０．学生生活 
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学生生活（本学が徴収する費用、修学・進路指導及び心身の健康にかかわる支援） 

 

１ サークル活動 

  本学には現在下記のサークルがある。 

  令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中、大学祭やオープンキャンパスに

おいて活発な活動を展開している。 

 

サークル活動一覧 

       （参考：令和４年度 部・クラブ・同好会等設立届） 

 

 

 

 

 
サークル名 顧問 部員構成（人） 活動内容 

文 
 

化 
 

系 

クラフト・エンジョイ部 金山和彦 ５ 集って話し合いはした。活動はしていない。 

倉敷市立短大 子どもの劇場 浅野泰昌 ８ 人形劇や劇の公演 

茶道部 松内紀之 ６ お点前（週２回の練習）、大学祭でのお点前 

軽音サークル 唐澤克樹 １２ 大学祭前に活動。大学祭でバンド演奏をした。 

芸文部 上村晴彦 １３ 
２回顔合わせをした。 

作成等の活動はしていない。 

C.C.C(Cross-Cultural-Communication) 栗原典子 ４ 

稗田保育園でのハロウィーンパーティー（踊

り、歌）。様々 な行事に参加するなどして異文化

の理解を求める 

    

    

    

    

体 
 

育 
 

系 

運動体験部 及川直樹 １２ 4回集って話し合いをした。活動はしていない。 
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２ 本学が徴収する費用 

 本学の入学志願者は入学検定料を、合格の通知を受けた者は入学料を、在学生、研究生及び科

目等履修生は授業料を、再試験を受けようとする者は再試験手数料を納入することとなる。 

 

本学が徴収する費用 

 

入学検定料 

入学料 

授業料 再試験手数料 
市内に住所を 

有する者 

市外に住所を 

有する者 

保育学科 

服飾美術学科 
18，000 円 112，800 円 169，200 円 

年額 

390，000 円 

１科目 

1，000 円 

保育臨床専攻 

服飾美術専攻 
18，000 円 112，800 円 169，200 円 

年額 

390，000 円 

１科目 

1，000 円 

研究生 9，800 円 56，400 円 84，600 円 
月額 

29，700 円 
― 

科目等履修生 9，800 円 18，800 円 28，200 円 
１単位 

14，800 円 

１科目 

1，000 円 

（参照：倉敷市立短期大学条例第 5 条） 

 

 

３ 修学支援制度 

 （１） 日本学生支援機構奨学金及び授業料減免 

   （種類と月額） 

 
給付型奨学金及び授業料等減免 貸与型奨学金 

（公立大・公立短大） 
第一種奨学金 

(無利子) 

第二種奨学金 

(有利子) 

貸与・給付 

始期 
4 月・10 月 4 月 

4 月～9 月より選択 

4 月（予約採用） 

月

額 

自 宅 

9，800～33，300 円 

所得金額により 

支給 

≪減免≫ 

授業料(年額) 

130，000～390，000 円 

入学金 

37，600～169，200

円 

所得金額により減免 

20，000～ 

45，000 円 

選択制 
20，000～ 

120，000 円 

選択制 

(自宅・自宅外共通) 自宅外 

22，300～66，700 円 

所得金額により 

支給 

20，000 

～51，000 円 

選択制 

※各奨学金には申請条件がある。貸与・給付は卒業期までとなる。 

 

 （２） その他の奨学金（本学に推薦依頼のあるもののみ） 

一般財団法人ノートルダム育英財団、公益財団法人交通遺児育英会、倉敷市奨学金制度等 

 

※倉敷市奨学金制度には、返還一部免除型貸付もある。※各奨学金には申請条件がある。

貸与・給付は卒業期までとなる。 

 

 

  



90 

 （３） 平成 30 年度～令和４年度 学生の奨学金の申し込み・推薦状況 

入 
 

学 
 

年 
 

度 

第     一     種 第     二     種 

総
合
計
（
併
用
） 

保 

育 

学 

科 

服
飾
美
術
学
科 

専
攻
科
・
保
育
臨
床
専
攻 

専
攻
科
・
服
飾
美
術
専
攻 

合 
 
 
 

計 

保 

育 

学 

科 

服
飾
美
術
学
科 

専
攻
科
・
保
育
臨
床
専
攻 

専
攻
科
・
服
飾
美
術
専
攻 

合 
 
 
 

計 

予約 在学 予約 在学 在学 在学 予約 在学 予約 在学 在学 在学 

R4 17 0 9 1 2 2 31 6 1 9 2 2 1 21 52(9) 

R3 15 0 12 1 4 3 35 8 0 2 1 1 3 15 50(10) 

R2 18 1 11 1 2 0 33 8 3 9 0 2 0 22 55(7) 

R1 18 0 16 2 0 2 38 15 1 4 1 0 0 21 59(9) 

H30 18 3 8 3 2 2 36 7 1 6 0 0 1 15 51(3) 

 

  平成 30 年度～令和 4 年度の 5 年間を種別にみると、一種（無利子）が合計 173 名（平均

34.6 名）、二種（有利子）が合計 94 名（平均 18.8 名）である。なお、このうち 38 名が両者

の併用貸与者である。在学申請貸与者については、貸与希望者の数の 19.1％となっている。 

 ※併用貸与者とは、第一種奨学金と第二種奨学金を同時に貸与されている学生のことをいう。 

 

 

４ 学生会主催の年間行事 

  学生会行事については、学生会顧問が支援と助言を行っている。行事の事業費は各年度の予

算計画に基づき、入学時に徴収する学生会費（１年分）6,000 円から支出されるが、令和 4 年

度は、３年ぶりに大学祭を開催した。 

 

      

  

例年行われている主な行事 

 

４月 新入生歓迎会 

６月 学生会総会 

７月 七夕 

１０月 大学祭 

ハロウィンパーティー 

１２月 クリスマスイベント 

２月 卒業生送迎会 

卒業パーティー 
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１１．令和４年度の主な行事 
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令和 4 年度の主な行事（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

 

月 日 行 事 

4 月 5 日 

 4 月 6 日 

 4 月 11 日 

 4 月 23 日 

 4 月 28 日 

5 月～ 

 5 月 21 日 

5 月 25 日  

5 月 31 日～6 月 10 日 

6 月 12 日 

 6 月 18 日 

6 月下旬 

 7 月 

  7 月 4 日～8 日 

 7 月 16 日 

 7 月 22 日 

 7 月 24 日 

 8 月 1 日～9 月 30 日 

8 月 1 日～9 日 

8 月 6 日 

8 月 17 日～9 月 2 日 

8 月 28 日 

 9 月 5 日～15 日 

 9 月 5 日～16 日 

9 月 22 日～10 月 12 日 

 9 月 22 日 

 9 月 30 日 

10 月 3 日 

 10 月 3 日 

 10 月 3 日～9 日 

10 月 15 日 

10 月中旬 

 10 月 21 日 

 10 月 31 日～11 月 11 日 

 11 月 1 日～22 日 

11 月 17 日 

 11 月 19 日 

12 月 6 日 

 12 月 17 日 

令和 4 年度入学式 

前期オリエンテーション 

前期授業開始 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

学外研修 

進学ガイダンス（県内外の高校および会議場） 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

人権教育講演会 

保育学科 保育実習Ⅰ(1) 

オープンキャンパス 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

文部科学省入試説明会 

高校訪問・進学ガイダンス 

保育学科 教育実習Ⅰ期 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

保育学科 就職懇話会 

オープンキャンパス 

夏季休業 

補講・代替授業・集中講義 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

補講・代替授業・集中講義 

オープンキャンパス 

保育学科 保育実習Ⅱ 

保育学科 保育実習Ⅲ 

専攻科学士申請 

専攻科一次入試 

後期オリエンテーション 

後期授業開始 

創立記念日 

デニムウィーク 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

保育士登録・幼免申請説明会 

総合型Ⅰ期選抜 

保育学科 保育実習 I（2） 

保育学科 教育実習 II 期 

学校推薦型、社会人・帰国生特別選抜 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

総合型Ⅱ期選抜 

保育臨床専攻 子育て支援実習 
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 12 月 18 日 

 12 月 21 日～1 月 10 日 

 12 月 21 日～28 日 

 1 月 4 日～10 日 

 1 月 11 日 

 1 月 21 日 

 2 月 3 日 

 2 月 7 日 

2 月 11 日 

2 月 18 日 

 2 月 21 日～26 日 

2 月 21 日 

 3 月 2 日 

 3 月 15 日 

  3 月 23 日 

専攻科 学士試験 

冬季休業 

補講・代替授業 

補講・代替授業 

後期授業再開 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

一般 A 選抜 

服飾美術学科 卒業研究発表会 

保育学科・保育臨床専攻 こどもの森 

保育臨床専攻 子育て支援実習 

服飾美術学科・服飾美術専攻 卒業・修了制作展 

専攻科二次・外国人入試 

総合型Ⅲ期選抜 

令和 4 年度卒業証書・修了証書授与式 

オープンキャンパス 
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１２．事業予算 
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事業予算 

 

令和４年度事業費予算 

（単位：千円） 

経  費  区  分 予算額 
財源内訳 

内 容 説 明 
特定財源 一般財源 

短期大学一般管理経費 

 

短期大学教務管理経費 

 

短期大学施設整備事業 

 

専攻科関係経費 

 

短期大学付属図書館運

営経費 

 

短期大学ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ事業 

 

職員給与費 

63,935 

 

26,172 

 

4,362 

 

1,703 

 

6,277 

 

 

9,807 

 

288,512 

63,141 

 

22,633 

 

4,362 

 

1,703 

 

6,277 

 

 

4,826 

 

0 

794 

 

3,539 

 

0 

 

0 

 

0 

 

 

4,981 

 

288,512 

運営及び施設の管理経費 

 

教育及び研究にかかる経費 

 

施設及び機器備品の整備経費 

 

専攻科の運営経費 

 

付属図書館運営経費 

 

 

地域貢献にかかる経費 

 

教職員分 

短期大学費 計 400,768 102,942 297,826  

 

 

短期大学費の内訳（決算額） 

（単位：千円） 

      年 度 

区 分 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

支

出 
短期大学費 380,998 381,986 371,755 381,842 386,694 

 

収 

 

 

入 

国県支出金 5,848 5,788 5,928 12,017 5,127 

授業料・入学金等 115,109 111,126 109,106 98,963 98,990 

一般財源 260,041 265,072 256,721 270,862 282,577 

計 380,998 381,986 371,755 381,842 386,694 
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２０２３年５月 

 

編   集 

倉敷市立短期大学 令和５年度大学活動推進委員会  

        服飾美術学科：田中 孝明  上村  晴彦 

             保 育 学 科：平岡   敦子    三川  美幸  松浦  加寿子 

             学  生  部：吉田   智子 

 

 


